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フ
パ
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フ
ア
ト
學
說
；の
：出
所
再
"吟
味
.

fr-

n

T

田

博

*****

瀧
本
博
士
：は
：本
誌
第
一
ー
十
卷
第
八
號
所
載
(0
論
文
..「

フ
ィ
ズ
ィ
オ
、ク
ラ
ー
ト
の
學
說
.の
出
所」

の
.
.中
に
於
い
て
>
.
先
づ
フ
ィ
ジ
オ
タ

*
' 

• 

.

.

.

ラ
ア
ド
の
學
說
中
主
要
ぬ
點
と
し
て
、，
特
に
法
目
に
値
す
る
も
.

Q

六
項
を
揭
げ
、
更
に
其
の
中
ケ
ネ
ー

一
：派
の
主
張
と
し
て
、
最
も
顯

.

著
に
知
ら
.る
、
：も
の
と
し
て
、(

一〕

南
然
法
を
信
奉
し
、
自
然
の
秩
序
と
袞
ふ
と
と
を
重
じ
た
る
こ
と
>(

5
敎
育
を
1£
大
視
し
、
放

:

.• 

.

. 

.

.住
生
義
を
，高
調
し
た
.る
こ
と
及
び0

一
 D

奪
ら
農
學
を
主
と
し
、
農
業
を
尊
重
し
た
る
こ
と
の

一一

1
を
摘
出
し
、
而
し
て
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ

* 

'
 

.

.
-
. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
-
.
.
.
.
.

ア
ト
が
共
の
前
代
に
榮
え
た
る
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ス
ト
の
如
く
、
各
自
銘
々
に
勝
手
の
意
見
を
唱
.へ
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
殆
ど
皆
ケ
ネ 

1
を
酋
領
と
U
て
儼
然
た
る 
一,つ
の
學
派
を
形
成
ー
し
て
ゐ
た
こ
と
よ
り
し
て
、
以
上
.の
三
點
に
付
き
、
尊
ら
ケ
ネ
ー
の
所
說
：に
付
い
て 

此
れ
が
茲
く
所
を
硏
究
せ
ら
れ
た
る
結
艰
、
其
の
出
所
を
以
て
明
確
に
支
那
學
說
に
外
な
ら
な
い
と
.結
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.

筆
謂
は
先
づ
博
士
の
_
し
て
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
最
も
顯
箸
な
る
中
ー
張
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
の
三
點
を
ニ
つ
に
纏
め
、
別
に
財 

政
改
革
の
ー
點
を
加
へ
て
三
つ
と
し
、
此
：の
三
_點
を
以
.て
フ
ィ
ジ
オ
.ク
ラ
ア
ト
の
學
說
の
极
幹
を
成
す
も
の
と
思
惟
す
る
0
即
ち(

一〕 

笊
農
思
想
0

0

_然
法
乃
至
_
然
的
秩
序
及
び
自
1̂
放
任
の
思
想(

要
之
、
自
然
的
自
由
•の
思
想
：

)

及

び

0

5
財
政
改
革
の
思
想

こ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
^
此

の

三

大

根

本

思

想

中

前

】

ー

齋

に

就

い

て

觀

る

に

,>
一
 
體
農
學
硏
究
が
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
を
自
然
法
思
想
に 

禪
い
た
の
か
そ
れ
と
も
"
^
法̂=

心
想
が
彼
等
を
し
て
農
學
初
究
に
興
味
を
深
か
ら
し
め
た
の
か
、
北
ハ
の
何
れ
が
主
た
り
何
^
が
客
た 

る
か
は

'

1%
_
も̂
ー
_ム

は

る、が
勿
く
'
識
別
す
る
こ
と
困
雞
で
あ
る
が
、
然
し
フ
イ
ジ
オ
'ク
ラ
ア
ト
.の
'學

說

を

以

'
て

先

づ

就

中

自

然

法
 

乃

奮

然

的

秩

序

の

籠

で

.

I
と
做
し
、
此
れ
を
出
發
點
：と
し
、
同
時
に
、
'重

耍

視

し

，た
.の
.は
、
ヶ
‘不
1
其
の
.人
ょ
.り
も
、
ヶ
ネ
ー

の
芷
系
の
内
弟
、f

に
メ
ル
シ
ェ
，
ド
•
ラ
•
リ
ヴ
.イ
ェ
ー
.ル(

註
ー〕

及
び
デ
ユ
ポ
ン
•ド
•
ヌ
ム
ー
ル(

胜
ニ)

で
あ
つ
た
o
而
じ
で
今
日
フ
.
 

イ
ジ
オ
ク
ラ

ヶ

ト

の
學
說
を
論
.述
す
る
多
く
の
學
容
は
、.

概
し
て
、
此
れ
等
ヶ
ネ
ー

.

Q

n弟
の
所
說
に
從
つ
て
、
先
づ
自
然
法
乃
至
自

然

的

秩

序

の

思

屢

じ
、
次

I

I

I述
べ
憂

1

5 

:

,

彼
^

に
依
れ
ば
、.
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
學
說
體
系
の
：极
本
觀
念
は
自
然
的
秩
序
で
あ
り
、
重
農
思
想
は
此
^
に
比
す
れ
ば
其
の
重
要 

伯
に
於
い
て
.遙
か
忙
劣
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
0

否
、
久
し
き
間
、
.
フ
イ
ジ
.オ
，
ク
：
ラ

ア

，ト

の

運

農

通

想

は

其

の

自

然

法

乃

至

自

然

的

秩

序
 

及
び
自
出
放
任
の
思
想
が
極
度
鐘
耍
視
せ
ら
れ
た
る
に
皮
し
て
、
聊
か
過
度
(0

侮

蔑

の

的

た

る

に

過

ぎ

，|

づ 

然
し
、
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
：ア
ト
'
の
學
說
(0

諸
部
分
.の
本
質
的
價
値
若
し
く
は
其
の
重
要
性
は
と
も
あ
れ
、
此
れ
を
歷
史
的
に
観
れ
ば
、
 

$

は
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア

 

>

、
殊
に
ヶ
ネ
ー
の
學
說
體
系
は
先
づ
重
農
思
想
，
次
い
，で
自
然
法
乃
至
自
然
的
秩
序
.及
、び
自
出
放
任
の
思 

想
0

順
序
を
と
る
べ
き
も
の
：で
あ
り
、
而
し
：て
.
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
：重
農
思
想
：は
、
其
0

本
貧
に
於
^

て
商
|

的
な
名
前
代
の
マ 

1.カ
ン

，
チ

リ

ス
.
ム
に
對
す
る
反
動
と
し
て
生
じ
來
つ
た
も
の
で
あ
る
と
思
惟
す
る
4

の
：；
で

あ

る
0 

.闻

知

の

如

く

、

：
マ
ー

力
：
ン

.チ
：
リ

ズ

ム 

と
哄
に
、
中
佌
農
業
經
濟
总
想
は
排
除
せ
ら
れ
、
茲
に
大
_

に
於
い
て
商
エ
業
_

(0

思
想
#

喝
へ
ら
る
く
に
至
つ
た
9

勿
論
^

1

カ 

ン
チ
リ
ス
ト
就
中
#

醫
の
所
謂
コ
，ル
べ
ル
チ
ス
ト
が
全
然
農
業
的
利
益
馨
認
し
.た

と

主

張

ずる：こ
と
は
正
.確

で

な

、
ぃ

0

'

モ
，言

レ 

テ
イ
ア
ン(

註
五>

 

コ
ル
.
べ
ル
、(

註
六)

何
れ
も
熱
心
に
す
ら
農
業
的
利
益
を
主
張
し
た
も
：の
ー
で
あ
る
0
、然
^

.

ボ
ア
ギ
：ユ
ル
ぺ
心
，
'ル
.の
.
1富
：の
本
質論

：.
,
： 

八

七

」



ボ
■■ア
ギ_^
々
.々—

.ル
^
っ
常
の
未
實
論」 

.
A八
，.
.

.

.

c
.
l

ご
.
0八)

に
於
い
て
農
業
'

的
利
益
に
背
反
す
る
も
：の
：で
あ
0

.

た
こ
と
は
否
宠
：じ
得
な
い
:0
此
れ
を
具
體
的
政
策
#

觀
れ
ば
太
體
.

に
於
い
て
：マ
1

力 

ン
チ
リ
ス
ト
：殊
に
听
謂
？
ル
べ
ル
；チ
ス
ト
は
勞
働
を
廉
愤
：に
.

.

«
入
し
ゝ
て
製
造
品
の
.

原
儕
を
低
廉
な
ら
し
め
而
し
て
外
國
市
場
に
於
'い
て 

®

も
有
利
な
.
る
競
爭
を
す
る
た
め
に
、
必
然
勞
働
者
の
生
活
必
需
品
、

'殊
に
小
，麥(

の
儕
格
を
偁
廉
杈
ら
し
む
る
政
银
を
採
つ
：た
：の
で
あ 

，る
。
'

0七)

從
.

つ
て
.
マ.

1ヵ
ン
チ
リ
ス
ト
の
政
衆
の
進
展
の
結
，

農
耕
者
、
殊
に
.
小
麥
.

の
生
産
者
に
異
常
の
極
.

梏
.と
負
撸
と
が
課
せ 

ら
れ
、
其
の
た
め
に
餞
域
階
級
の
贫
窮
を
誘
致
し
た
こ
と
は
兹
に
換
述
す
る
を
要
し
な
い
で
あ
■ら
ぅ
。
：
li
t

の
農
民
の
員
^

殳
は
殳
に
路 

易
十
四
#

の
非
政
：、
殊
に
外
に
對
す
る
無
黎
な
：る
腿
め
出
怔
と
內
に
於
け
る
放
肆
な
る
煢
侈
、
從
つ
て
必
然
誘
致
せ
.ら
れ
た
苛
酷
な
る 

微
税
制
度
に
依
'
つ
て
一
入
助
長
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。S
.

八V
 

:

'

へ

當
時
農
民
，の
慘
狀
を
敍
述
せ
る
多
數
の
著
#

の
中
で
、
殊
に
.ラ
•
ブ
ル
.エ
.丨
ル
：

(
L
a

 

B.ruy

ぎ〕

が
其
の
奢
:He

s

 

c
a
r
a
c
f

 s 

de 

Til

ftlvopllraste- traduits 

d
u

 

Grec, 

ave
c

 
les 

c
a
r
a
c
t

rt/res 

o
u

 

les

.Moeurs. de 

ce 

si

a)/cle,‘paris, 

1688, 

chap. 

X
.

 

D
e

 

r
h
o
m
-

 

m
e
.
:

の
中
に
，描
い
て
ゐ
る
農
K

の
姿
は
悲
沘
で
あ
る
。E

 
く
、「

田
園
の
到
る
處
に
、#

牡
の
、
,'
一
種
の
野
歡
が
見
ら
れ
る
。
黑
く
、靑 

'ざ

めて
：：：

に
燒
け
、
地
，
に
こ
び
り
つ
き
、

fn
l
#i
に
も
打
克
つ
M
强
さ
を
以
て
土
it
を
掘
り
耕
し
て
ゐ
る
。
彼
等
は
明
瞭
た
言
葉
ら
し
い 

も
の
を
發
し
て
ゐ
る
”
彼
等
は
眞
应
に
立
上
る
と
ソ
人
問
ら
し
い
颜
付
き
を
觅
せ
る
。
，否
"
賢
際
、：彼
等
は
人
問
な
の
だ
。
彼
等
は
夜 

に
な
れ
ば
茅
屋
に
歸
り
、
共
處
で
黑
麵
齙
と
水
と
萆
木
の
极
と
を
食
べ
て
生
き
て
：ゐ
る
。：
彼
等
あ
れ
ば
こ
'そ
他
稱Q

人
問
は
生
き
ん
が 

.た
め
に
播
種
し
、
耕
転
し
而
し
て
收
權
ず
る
勞
苦
か
も
救
は
れ
る
の
；衣
、.
故
に
彼
等
は
は
ハ
の
播
い
た
麵
麴
を
：缺
か
な
い
の
，が
常
然
.で
あ 

る
。」

s

九〕

と
。
然
る
に
^
彼
等
は
食
に
窮
し
群
を
な
し
て
死
ん
だ
-
難
ー
会
然
も
農
氏
階
級
の
负
窮
は
必
然
社
會
の
諸
他
の
階
級
の 

窮
乏
を
誘
致
す
る
も
の
で
あ
る
o

.

フ
エ
ネ
ロ 

ン「
；Fran90is 

d
e

 

S
a
H

 
的 na

c

 

d
e

 

la 

m
o
t
h
e

 

J
Tfp
'口
^
o
n 

> 

は
其 Q

 

; ne
m
o

-srances 

妒 L
o
u
i
s

 

X
I
V
,

 

1

6

VO
4

.こ
の
中

に
於
い 

0
 

A

 

M
 

: 

d

地
の
耕
作
は
殆
ど
拋
槳
せ
ら
れ
て
ゐ
る

。

田
舍
も
叉
都
市
も
伟
兒
は
絕
ぇ
て
ゐ
る
。
：凡
ゆ
.る
職
業
は
萎
靡
沈
滯
し
て
最
取
や
勞
働
者 

を
養
つ
て
ゐ
な
い
。
：凡
ゆ
る
商
業
は
殲
滅
し
て
ゐ
る
.
•

：
故
に
斯
か
る
i

せ
る
人
民
か
ら
金
銀
を
獲
る
の
で
な
：く
、
寧
ろ
狹
等
に
.施 

^

を
^

:

し
¥

し
て
彼
等
を
養
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
'

石
0

:

全
佈
蘭
西
は
最
早
や
愤
だ
荒
凉
と
b

て
iJi
r

へ
無
き
一
大
趣
v ^
I M
l

に
外
な
ら
な 

い
:

:

王
は
、
求
め
郸
つ
て
巳
ま
ざ
る
多
數
.

の
人
妈
に
依
っ
て
迷
惑
が
ら
れ
て
ゐ
る
0

'

然
が
も
、.
：王
ょ
、
.身
に
斯
か
る
一
切
の
困
苦
を 

杞
い
た
の
は
、
壬
自
身
の
致
す
所
で
あ
る
,0

何
故
と
一
友
ふ
に
、
全
王
國
が
破
減
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
に
、
王
は
手
屮
に
.凡
ゆ
る
物
を
有 

:

し
、
從
つ
て
人
民
は
a *

の
施
與
な
し
に
は
生
き
て
行
く
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る_

_
然

る
に
人
.民
が
額
に
汙
し
て
獲
得
せ
ん
と 

努
め
て
ゐ
る
麵
_

を
王
の
戰
の
爲
に
租
税
.
と
し
て
剝
奪
ず
る
こ
と
.

に
依
つ
て
、
彼
等
を
絕
望
.
せ
し
め
無
慘
に
も
死
に
致
ら
し
む
る
と
は
、
 

王
ょ
、
瓶
愧
：の
至
り
で
は
な
い
か
：
：
然
し
人
圾
が
麵
龅
を
缺
く
限
リ
；、
：玉
自
身
.も
亦
金
銀
に
窮
す
る
も
の
で
.あ
る
。」

へ
訣
一
一)

ふ
0 

而
し
て
時
局
は
與
に
此
の
言
葉
，の
通
り
で
あ
っ
た
。
此
の
條
に
推
移
す
れ
ば
纏
て
は
鼠
家
的
破
產
た
る
ょ
り
外
は
な
か
っ
た
。
即
ち
怫 

蘭
西
の
_

的
窮
透
路
勒
十
四
世
の
.

治
下
、
殊
に
其
の
後
年
遙
っ
.

て
絕
垲
達
し
I

:

で
I

K

.

:
,

茲
に
於
V

て
.

か
、
何
等
か
の
對
觉
遝
動
：は
必
然
起
ら
ざ
る
を
得
な
か
づ
た
。
而
じ
，て
そ
れ
は
先
づ
.

差
當
り
、
逼
&
し
紊
亂
せ
る
當
時 

の
財
政
の
救
濟
蒋
し
く
は
.

改
荜
運
動
と
し
て
現
れ
た
。
怫
蘭
西
史
.

上
笫
十
七
世
| 3

及
び
第
十
八
1|
1

-

紀
は
«

^

的
、
殊
に
財
政
的
翁
乏
對 

策
が
最
も
齊
遍
的
に
研
：究
せ
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、
；殊
に
路
易
十
四
世
の
.
'治
下
に
.

於
い
'
:て
は
.

恰
も
寓
人
萬
笕
を
祺
言
す
.る
の
觀
を
里 

し
た
。
即
ち
此
等
對
策
の
硏
究
に
關
す
る
當
時
の
紫
臀
及
び
小
册
子
&

實
に
無
處
' 

一，千
- *

ー
亩
の
#

き
：に
達
1 >
:

て
ゐ
る

。
0 

一
 

一
W

が
ら 

ば
彼
等
に
依
っ
て
時
局
は
救
濟
せ
ら
れ
た：

か
。
否
i

何
と
な
れ
ば
、
彼
等
は
何
れ
も
皆
单
な
る
彌
鏠
策
を
提
言
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
か 

っ
た
換
ー
l

r

す
れ
ば
.

®
時
の
^
狀
は
此
れ
を
誘
致
せ
る
极
本
的
赞
遍
的
原
_

に
'

し
'

て
廢
瞭
せ
'

ら
.

れ
ざ
る
限
り
1

斷じ
.：

て
救
濟
せ
ら
れ

ボ

K

f
ユ

ル

べ：
|

ル
，
の

r

常

の

本

質

論

し

.

.

八

九

C
T

U
O
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得
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
に
枸
ら
ず
、
彼
等
は
li
t

の-
简
跟
に
し
て
蜇
耍
な
る
ー
取
を
認
識
じ
な
か
つ
た
.
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
の
ー
時
的
窮 

览
を
以
て
遍
迪
せ
^

時
周
を
眞
に
救
濟
す
る
こ
と
&

固
よ
り
.

不
可
能
で
％
つ̂
^
 

^

然
ら
ば
此
等Q

'
1

:

時
的
糊
塗
的
楼
濟
運
動
：に
代
つ
で
當
時
の
社
會
經
觀
狀
M

I C

對
す
る
极
本
的
改
革
的
批
判
的
新
運
動
が
出
現

■ 

る
を
得
な
い
氣
運
は
旣
：に
充
：分
圈
成
せ
ら
れ
て
ゐ
た
：で
は
& -

い
4
0’.
時
代
は
^

に
痕
が
：谷
紙
：運
_

を
敷
^

^

も
々
：旣
述
せ
る
.

が
如
<

、
ー
時
麟
に
1 .
.
.て
.

太
體
マ
.
”

ヵ

ン

チ

リ

，ズ
：
$

に
對
す
る
批
刺
的
反
；̂

性
質
を
袍
す
る
も
0
で
：
あ

つ

た

こ

'
と

■

ば

必

然

の

勢
.
と

：一Kld
'
ね
&
な

：ら

ぬ°:
即

：サ
派
等
の
ー
批
判
の
_

象

は

明

ら
 

か
に
へ
マ'1力
：
ン+:チ
リ
ズ
ム
：で
あ
づ
：た
の
.で
.あ
る
0
故
に
當
時
0
^
^

山
的
述
動
は
當
に
唱
縛
せ
&
る
可
ぐ
し
.て

唱

道

せ

ら

れ

た

：
の

：で

あ

，
る

1
0
'
共

0.
:問
：に
'は
必
然
的
隱
係
が
#
じ
た
0
で
あ
る
0;
M
し
て
‘大
赞 

に
於
い
て
:,
>
:マ
1
力
ン
チ
：V
ズ
：ム
と
相
反
す
る
觀
念
.
.の
上
'に
立
ク
此
(0
新

運

動

は

：笫

十
.セ
佌

紀

：
の

爾

葉

先

づ

ル

ナ

ン

，の
一灼
よ

り
現

れ 

た
;0
ボ

ア

ギ

ム

ル

べ

ー

ル
：
こ

'れ
：で.あ

る

。
.
.
次

い

で

そ

れ

('
±
第
十
八
1[
{
:紀
：の
前
半
を
通
じ
て
.配
盛
を
極
む
る
に
茧
つ
た
。

エ
ル
ベ
ー
ル
、 

C
S
.三.

〕

デ
へ
：パ
ン
、c 許

. 】：：：

四

及

.び
グ
令
ダ
ル(

：胜1
$

等
こ
れ
で
あ
る
0
而 

ク
ラ
ア
ト
に
至
つ
て
犯
に
井
の
，絕
顶
に
達
し
た
：.の
で
'あ
.る
0

.
''
'
'
,-.

, 

'

'

輝
諸
は
故
‘に
ブ
ィ
ジ
.
.オ
ク
ラ
ア
ト
、
殊
：に
ヶ
ネ
1
'の
學
說
の
⑴
^

點
た
ひ
根
本
た
る
も」

の
は
'把
に
先
づ
m

M
思
想
で
あ
り
.
、
®
 

|

六〕 

4

の
自
然
^

秧」

i-
f
.の
見
利
心
ぼ
考
ろ
後
に
ヶ
ネ
飞
の
^

弟
に
依
つ
て
敷
衍
也
ら
れ
、
彼
等
に
依
つp

恰
も
フ—

ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
.の
全
學
說 

の
如
く
に
軍
要
視
せ
ら
.る
、
に
至
つ
た
、
' 即
ち
ヶ
ネ
ー
は
m

農
思
想
よ
り
發
し
此
れ
を
、玉
と

し
だ
る
に
反
し
て
、
皮

の
.,
FJ

mは
自
然
勺 

秋
序
よ
り
發
し
て
此
れ
を
生
と
し
た
も
の
で
あ
'る
と
思
惟
す
る
の
で
あ
るo

從
つ
て
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
、
殊
に
ケ
ネ
ー
の
學
說
の
出
. 

M

遍
す
る
服
り
、
そ

れ

は

麗

邏

.の
集
の
檢
討
に
'初
ま
る
ベ
き
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
其
の
康
は
當
然
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム

.の
批
制
に
溯
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

-

•

11
本
博
士
は
前
描
論
文
屮
に
於s

て
、
，
先
づ
ヶ
ネ
ー
の
向
然
法
思
想
を
論
じ
、
大
廳
ヶ
ネ
ー
が「

七
六
七
年
の
三
月
乃
至
六
巧
に
渉
. 

つ
て「

エ
フH

 

メ
リ
ッ
ド」

(
E
p
h
l
r
i
d
e
s
)

誌
上
に
揭
げ
た
論
文「

支
那
の
赛
制
政
治」

(

0

|
0江
|

 d
e

 

ia 

c
h
i
n
e
)

の
中
に
於
い 

て
說
い
て
ゐ
る
所
を
根
據
と
し
て
、
ヶ
ネ
！
の
_

然
法
思
想
を
支
那
太
卉
の
學
說
：に
淵
源
せ
，る
.も
.
.の
で
あ
る
と
の
新
說
を
立
て
ら
れ
、
 

1
£し
て
1

然̂
法
思
^

と
^

農
;«
?

想
と
の
靡
係
を
論
じ
て「

此
の
|
一
 

つ
の
事
は
最
も
密
接
の
關
係
を
有
す
る
も
の
：で
あ
つ
て
、
農
^

に
^
 

¥

す
れ
ば
自
ら
自
然
法
の
觀
念
を
起
し
、
_

然
法
を
信
認
す
れ
ば
、
f

農
學
の
興
味
を
起
す
べ
き
は
明
か
で
あ
ら
ぅ
、」

「

詹

を

重 

じC

霉
を
硏
究
ず
る
#

が
、
自
然
法
の
觀
念
を
坐
じ
、
自
然
の
秩
序
を
信
ず
る
の
傾
向
あ
.る
は
、
.當
然
の
こ
と
に
し
て
、
，農
業
を
以
て 

立
國
の
本
と
す
る
太
杏
の
國
拔
に
於
て
は

、

概
ね
皆
物
理
的
法
則
と
道
德
的
.法
則
と
を
：混
同
し
、
茴
然
法
の
觀
念
の
下
に
合
致
し
て
一
大 

道
人
事
の
軸
肫
と
な
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
故
に
農
業
を
主
：と
す
る
_

民
.は
自
ら
迷
#

的
it
天
-を
信
.仰
す
る
が
如
く
思
.は
f

も
、 

楚
れ
亦
[|
-
:む
こ
と
を
得
ざ
る
必
然
の
結
艰
で
あ
る
、
，何
と
.な
れ
ば
^

業
其
の
物
は
常
に
无
時
^

候
に
依
賴
す
る
も
の
で
.あ
つ
て
、
，か
何 

な
^

人
力
を
以
て
す
る
も
、
天
道
：に
反
し
ノ
灭
理
に
背
きV

、

成
功
ず
る
こ
.
.と
能
は
ざ
る
が
故
：で
あ
：る
、.

」
「

即
ち
自
然
法
Q
W
念
は
農 

業
に
：̂
つ
て
起
り
農
業
は
又
自
然
法
の
：信
用
に
依
.つ
て
獎
_

せ
ら
る
、
■に
至
つ
た
も
の
で
は
■あ
'̂
♦

い
.か」

と
放
し
、
II

に
ヶ
ネ
ー 

の
¥

族
恕
想
の
R

所
に
言
及
せ
ら
れ
て「

双
に
ヶ
ネ
ー
が
回
然
法
’に
最
も
道
き
を
置
く
の
學
者
と
な
て
翁
學
を
人
世
贬
要
ひ
學
問
と
な 

,し
農

.業

を

社

會

最

蜇

の

職
業
と
：な
■し
た
る
は
決
しV

偶

然

の

：事

.で

ほ
あ
が
ま
い
、」

然
が
も
フ
グ
‘
ネ
ー
は
農
瑪
の
子
で
^

^

挺
し
た
れ
ば
其
の
森
の
醫
#
で
あ
0
た
に
拘
ら
ず
、
'平
坐
屢
に
就

.て
多
^
の
輿
味
を
有
し
广
共
の
佛
國
王
(0
食
吡
に
赵
る 

彼
を
问
す
.る
に
農
狂
を
以
弋
し
た
る
；が
如
き
事
實
ょ
り
之
を
推
测
す
れ
ぱ
，
：
：
€
は
豫
て
：農
學
を
硏
究
じ
’

ド
'の 

支
1
歷
史(

註I

セ)

な
ど
を
睛
み
、
同
國
0
制
度
の
，完
備
し
：た
：る
と
；と

5:
知

だ

；
：且
づ
其
の
ー
制
度
が
自
分

(0
意

向

：に
投̂
て
、裝<:
>感
.じ

ザ
.ア
ギ
ュ
.
.
.
^
べ
‘
*
"ぞ.の
ぅ
常
：の
本
質
論
ム
' 

.-f
L
.
.
.
r 

:
c
.
n
~

マ
.

I)'
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H
1

1
5

 

た
る
結
艰
が
、
後
年
に
於
け
る
彼
の
經
濟
學
說
と
：な
つ
て(

現
は
れ
た
る
も
の
.

に
あ
ら
ぎ
る
か
と
^

は
る
ご
と
て
ケ
‘

不
丨
の
茁
農
思
想
を
. 

も
亦
支
那
先
王
の
制
度
及
其
.

の
學
說(

に
，影
響
せ
ら
れ
.

て
坐
成
し
.

た
も
の
で
あ
る
.

と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
'

齊
人
は
煺
フ
.

ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
學
說
と
.

當

時

の

辨

學

：思

想

と

0

關
係
を
强
調
し
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ナ
ト
を
以
て
像
時
の
軒
學
苕
か 

ら
受
け
た
思
想
を
惟
だ
經
濟
學
的
ぬ
飜
譯
し
i t

換
へ
た
も
の
に
過
ぎ
な
^

と

說

き

、
へ
又
彼
等
を
以
：て

蓝

本

的

公

理

.

の
‘恶

礎

の

上

に

ー

學 

說
を
樹
立
せ
ん
と
靡
念
せ
る
、
全
く
杣
象
的
、
'

先
i

、

演

繹

的

方

法

論

考

で

あ

る

，と

說

く

學

者

の

•あ

る

を
知
る
。へ
此
等
の
所
說
が
採 

る
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
た
る
こ
と
は
ル
ネ
•
ゴ
ン
ー
ナ
ア
ル
の
云
へ
る
所
で
あ
：り
、®

ー
 

八)

瀧
本
傅
士
も
亦
前
揭
論
文
屮
.

に
.

於
い
て「

根
據 

な
き
慌
說」

で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
然
か
も
博
士
が
侬
つ
て
以
て
此
等
0

所
說
を
論
駿
し
得
た
り
：と
せ
ら
る
、
博
士 

の
所
謂
支
那
的
起
源
說
も
亦
、
筆
渚
を
以
て
觀
れ
ば
、
1 :

に
博
士
が
自
し
て
採
る
に
足
.

ら
'

ず
と
せ
.

ら
れ
て
ゐ
る
此
等
.の
所
說
と
何
等
選 

ぶ
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
邱
ち
筆
I

は
フ
ィ
ジ
オ
タ
ラ
ア
ト
の
學
說
と
.

當
時
：の̂

學
思
想
と
の
關
係
を
.
强
_

す
る
.

說
、：

及
び
彼
等
を
.以 

て
全
く
杣
象
的
、.
先
驗
的
、
演
釋
的
方
法
1)
'#
と
倣
す
說
と
共
に
、
博ヾ
士
の
所
謂
支
那
的
起
源
說
に
も
亦
斷
じ
て
錄
同
し
得
ざ
る
も
の 

で
あ
る
。
成
程
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
學
說
の
出
所
に
關
す
る
.斯
か
る
^ -

^

は
.

極
め
て
論
l ?

的：

に
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
'、
.
规
_

に
协
士
の
支
. 

那
的
起
源
說
に
至
つ
て
は̂

く

着
服
の
.

帝
拔
以
て
却
問
を
欹
た
し
む
る
に
充
分
で
.

あ
.

る
。
.

然
し
此
れ
を
共
の
做
承
認
す
る
こ
と
は
出
來 

な
い
。
P

は
先
づ
傅
士
( 0

所
論
中
何
處
を
探
し
て
兑
て
も
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
0 ,
.

學
說
を
當
時
の
.

時
代
的
背
景
と
.の
關
係
に
於
い
て 

論
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
简
所
の
■

いQ
:

は
、.
學
者
の
思
想
と
«

#

の
雍
實
と
( 0
# 7

接
不
可
離
の
關
係
を
カ
說
せ
6

:

る

、
博

士

平

^

の
所
論 

(

註
一
九
に
微
し
て
颇
る
裔
異
の
感
を
抱
か
し
め
ら
る
、
も
の
で
あ
る
°

然
か
も
、.
周
知
の
如
く
、「

フ
ィ
ジ
才
ク
ラ
ア
ト
は
艰
に
ー
經
濟
思
想
團
體
で
は
な
か
.

つ
た
。
被
等
は
政
治
運
動
團
體
で
あ
つ
た
。」 

£

ニ
〇)

彼
等
の
硏
究
の
對
象
は
明
ら
か
に「

宫」

に
あ
ら
ず
し
て「

政
治」

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
o

/:
.

評
：ニ)

彼
等
は
斷
じ
て
純
现
を

極
め
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
(0
で
あ
る
0

:彼
等
の
硏
究
の
對
象
は
彼
等
の
妝
前
に
曝
餺
せ
ら
れ
て
ゐ
る
當
時
の
.现
實
の
狀
態
で 

あ
つ
た
。fi

l
l

5

然
か
も
共
の
狀
態
は
、
旣
述
せ
'る
が
如
く
、.-マ
ー
カ
ン

チ，
リ
ズ
ム
め
餘
弊
士
ア
シ
シ
ヤ
ン
，
レ
ジ
ィ
ム
の
惡
弊
と
を
遺 

憾
な
く
曝
露
せ
^
も
.の
，で
あ
つ
た
。
彼
等
が
此
れ
を
着
過
す
る
帑
は
無
か
つ
，た
の
で
あ
る
。
双
に
ヶ
ネ
ー
は
其
の
最
初
の
經
濟
■

論 

文
、
即
ち
一
七
五
六
苹
に
デ
ィ
デ
ロ 

(
s
a
e
r
o
t

 

1
7
1
3
-
1
7

004
)

の
.

「

西
科
辭
書」

(
E
n
c
y
c
l
o
p
g
d
i
e
)

中
に
寄
せ
た
論
文
、「

小
作
人」 

(

^

6
§
1

0)

の
中
に
於
い
て
農
足
の
鏃
狀
を
敍
し
、
.
其
の
三
大
.原
因
と
し
て(

一.y

e
接

税

(

t

l

e

>5T
:(

役

(
m
i
l
i
c
e)

及
び
無
憤
勤 

務
ハ
。。̂

^)

等
農
村
に
對
す
る
過
童
の
負
檐
に
，依
る
農
村
子
弟
の
都
市
移
住
從
つ
て
誘
致
せ
ら
.る
く
资
本
及
び
勞
働
の
中
央
集
屮
化 

の
傾
向
、0

1
)

農
業
的
投
資
考
に
對
す
る
共
の
資
產
を
脅
ず
.不
當
の
課
税
及
び(

|
6
.榖
物
収
則
に
.對
す
る
挪
々
，の
妨
#
的
制
限
を
抬 

摘

し

、
，
之
'が
對
策
と
し
て
典
役
の
'義
務
の
段
兵
に
對
す
る
免
除
、
不
當
不
公
：平
の
税
制
の
改
革
及
び
穀
物
の
自
山
交
易
h

就
中
、
典
の
. 

輸
出
の
自
凼
放
任
の
必
要
を
土
張
し
、
w

ic
注E
T

す
べ
き
こ
と
に
は
、'
耕
作
赀
用
を
詳
細
に
硏
究
し
、.
又
農
業
に
於
け
る
牛
馬
の
使
⑴ 

$:
.獎
勵
し
、
是
を
使
川
せ
ざ
る
農
拔
の
贫
困
を
精
細
に
敍
す
る
等
、當
時
の
農
尻
の
實
生
活
に
即
し
た
、極
め
て
實
踐
的
技
術
的
餞
業
救 

濟
意
览
を
述
べ
て
、結
局
一
國
鼪
業
.の
掼
失
即
ち
國
：̂
的
甯
の
減
少
を
來
た
す
も
0

な
り
>

論
斷
し
、(

註
ニ
_三)

，次
ぃ
で
又
' 
ー：
七
：艽
七
年 

に
同
辭
寄
屮
に
寄
せ
た
論
文「

榖
物J
(
Q
r
a
i
n
s
)
.

 

Q

屮
に
於
い
て
は
、

コ
ル
べ
ル
チ
ス
A

の
遺
策
が
佛
g

M
國
土
か
ら
農
業
的
生
産
物 

を
驅
逐
し
、
佛
蘭
瓯
が
衮
侈
品
の
製
造
場
と
化
し
.つ
ゝ
あ
る
を
指
摘
し
、非
難
し
、
而
し
て
]1
!
.に
精
緻
な
る
計
算
に
依
つ
.て
商
エ
業
立
國 

の
不
利
を
說
き
農
業
立
國
の
耍
を
强
調
し
、：

佛

蘭

西

が

商

工

本

位

主

_

を

棄

て
~
農
本
位
主
義
：に
立
歸
る
時
は
瑰
在
と
比
較
し
て
國
當 

の
剩
餘
が
約
五
倍
に
遠
す
ベ
き
を
說
き
、其
の
：手
段
と
し
て
•現
在
佛
繭
西
が
農
場
、
艰
樹
園
就
中
葡
萄
園
に
加
へ
て
ゐ
る
種
々
の
制
^
を 

撤
廢
し
て
也
產
の
.增
大
を
訐
り
、
叉
贫
闹
な
る
農
圾
に
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.過
當
の
：租
税
を
廢
止
し
7:
彼
等
を
鼓
舞
す
る
の
要
を
主
張
し 

.て
ゐ
る
0(

輕 
一S

尙
彼
は
同
.辭
書
に「

明
證j 

(Evidence)
、
「

人
：間」

.(H
o
m
m
.
e
s
〕、「

租
税
，

J(Imp6ts}

及
'び

「

利
子」

0

ョ
落

5

を

ボ
ア
ギ
ユ
少
ベ〜

ル
め
マ
宵
の
本
筲
論
ム 

•：
九
三

'
a
l
l
l
l
l
s

• 

- 

.



'if：
l;|j

ボ
ナ
ギ
キ
ル
イ
^
か
の
ぅ
窝
の
本
質
論
い
■

'

*

#•【

：
 

c
'
k
l
l
i
o

:
•

寄
稿
し
、
更
に

1
:七
五
八
年
、
荷
名
な
る「

經
濟
表」

(

^
|
0爸
が
8.
§'
;
'
&乍
^

發
表
0
>し
前
:̂「

人
ロ
^
^
^

す
る
興
味
あ
る
^
題
..

I..(Questions. int

n!sressantes.:.sur J
a .popul.ation' .rag.ricultur

a>
.
.0 >
ヴ
.̂.
,0
0
3
:
0
1

穹
0
6
,><誅
.：.
.
1
.
:

五 y' 
を
發
表
し
^

が
、
彼
，
P此
等
の
初
期
の
：經
濟
學
的
著
作
の
中
に
瑰
は
れ
て
ゐ
る
思
想
：は
何
れ
も
極
め
て
實
證
的
、
'實
踐
的
且
っ
，屢
卑
俗
的
で
す
ら
あ 

っ
た
め
で
あ
る
。
故
に
當
時
の
ヶ
ネ
ー
の
思
想
體
系
を
求
む
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
少
く
と
も
當
時
の
現
狀
に
立
»
せ
る
、
從
っ
て
事
實 

の
觀
察
の
上
に
®
け
る
實
證
的
思
想
、
.及
び
直
接
實
際
的
效
艰
の
獲
得——

踩
に
農
業
振
興
及
び
財
政
改
箪
I

I
をE

的
と
せ
る
實
踐 

.的
政
■策
的
思
想
で
あ
..っ
た
と
思
^
せ
■ら
れ
る
の
で
あ
る
。
，切
ち
.：ケ

ネ

，
丨

は
' 
.ボ

ー

ヴ.ァ
ン
を
し
て
.

「

十

分

—-
税
論」

を
、
.又
ボ
ア
.ギ
i 

.ル
ベ
ー
ル
を
し
て
其
の
諸
著
を
書
か
し
め
た
と
同
じ
時
代
的
影
響
の
卞
に
先
づ
寧
ろ
卑
近
な
重
農
思
想
及
び
租
税
改
革
思
想
を
表
明
し 

た
の
で
あ
る
。

‘

周
知
の
如

く「

經
濟
表」

發
表
の
翌
苹
一
七

-7
1
.九
年
喷
か
ら
、
ヶ
ネ
ー
は」

_
有
名
と
な
り
、
兹
：に
：彼
ほ
、
彼
の
旣
に
發
表
せ
る
經 

濟
學
的
諸
勞
作
の
中
に
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
思
想
及
.び

「

經
濟
表」

の
'中
.に
.展
開
せ
：ら
れ
て
ゐ
.
る

思
想
を
把
捤
し
、
而
し
て
}
派
を
權 

成
せ
ん
と
す
る
、
熱
心
な
る
n
弟
.に
取
捲
か
れ
.て
、

一
國
の
首
領
と
な
っ
た
の
で
あ
-る
O
M
し
て
此
一
の
時
ょ
り
所
謂
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ブ 

ト
の
學
說
の
流
布
が
花
々
し
く
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
即
.ち
ヶ
ネ
ー
自
身
1
.七
六
五
年
に「

農
.商
業
及
財
政
雜
誌
し
0
0
1
1
目

1de rag. 

rislture, 

d
u

 

commerce.et 

des 

6
n
a
n
c
e
)

に
.自
然
法
に
關
す
る
論
文「

街
然
權」(Droit 

n
l
r
e
l
)

を
揭
載
し
た
る
を
初
め
と
し
、 

續
々
論
文
-
册̂
子
f
iニ
六)

を
發
表
し
た
る
以
外
に
、
ヶ
ネ
ー
の
門
弟
の
熱
心
な
る
努
力
に
依
つ
■て
、
.茲
に

：
フ

ィ

ジ

オ
ク
ラ
ア
ト
の
學 

說
は
完
全
に
一
世
を
風
靡
し
、
同
時
に
奢
る
し
く
體
系
化
さ
れ
た
の
で
あ
.る
。
而
し
て
殊
に
ヶ
ネ
ー
に
取
っ
て
は
現
實
の
狀
-1
の
實
證 

的
分
折
の
結
艰
た
り
乃
至
歸
納
的
硏
究
の
結
楽
で
あ
っ
た
自
然
法
乃
至
®
然
的
秩
序
の
思
想
は
、
今
や
ヶ
ネ
ー
の
門
弟
に
依
っ
て
硏
究 

Q

m發
點
と
せ
ら
れ
、
同
時
に
著
る
し
く
抽
象
的
論

理

的

に

表

明

せ

ら

れ

、

且

づ

メ

ル

、ン
，

H
Vド
•
ラ
•リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
殊
に
デrT

ホ
ン
•

F
.•
ス
ム
ー
ル

が「

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
シ
イ」(

p
r
y
s
i
o
n
r
l
〉

を

「

_
然
的
秧
序
の
科
H

a
 

l
y
o
g
&

K
d
a
M
e 

n
a
t
u
r
e
i
)

と
1£
:
在 

す
る
に
及
ん
で

t
も
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
金
學
說
の
如
く
な
つ
た
の
で
あ
る
0
效
に
再
人
は
師
ケ
ネ
ー
の
忍
想
の
rl
^
に
依
る
#
大 

な
る
發
展
を
兑
る
の
で
あ
る
。c

註
ニ
七〕

招
に
-
:
:ケ
ネ
—
及
び
ケ
ネ
-
_
Q?v
r
動
を
述
べ
る
の
に
、
凡
ゆ
る
も
，の
を
全
部
彼
に
歸
す
る
こ
と
は
適
尊
な
い
。

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ 

ア
ト
の
珙
說
の
凡
ゆ
：る
思
：想
の
祖
を
ケ
ネ
ー
に
認
め
や
ぅ
と
，し
過
ぎ
る
、
ケ
ネ
ー
.の
1
:弟
の
熱
烈
.な
る
識
辭
を
文
字
通
り
解
す
べ
き
で 

な
い
。

7イ
ジ
^
:
ク
ラS

ト
S

證

全

部

ケ

ネ

ふ

麗

か

ら

出

た

もQ

で
は
な5

。

即
ち
共
の
門
象
師

V

T
に
及
ぼ
し
た
反 

動
、彼
哿
が
.彼
の
思
想
に
加
へ
た
修
正
-
—
綏
和
浩
し
く
は
誇
張
等
を
等
し
く
斟
酌
せ
ね
ば
な
ら
.ぬ
。
而
し
て
^
^

說
明
せ
ら
れ
る
。
即
ち
流
布
I

M
改

菜

ょ

り

も

通

か

に

證

的

な

f

Q
だ
と
云
ふ
こ
と
こ
れ
で
含
。
丨

ケ

ネ

^
-は
®
彼
の 

谠
意
に
仅
し
て
ソ
イ
ジ
才
ク
ラ
ア
ト
と
な
つ
た
の
で
翁

0」(

|?
|
:ニ
0

故
に
ケ
ネ

|
の
5

S
、殊
に
其
の
學
說

Co
/I
I
所

C
就
い
て
は
、
罟 

人
は
ソ
イ
ジ
才
ク
ラ
ア
ト

Q

謹

Q

流
忠
ら
る

4

5

た
以
前
の
ケ
ネ
丨

Q

通
に
溯
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
：

N

イ
ジ
オ
ク
ラ 

ア
ト
の
學
說

Q

流
布
以
前
の
彼

Q
m心
想
は
、兆
の
设
殊
に
メ
ル

グ
:丄
及
'び
デ
ユ
ポ
ン
と
は
反
對
に
、寧
ろ
常
時
の
現
實
の

li
n
題
た
る
農 

業
救
済
及
び
財
政
改
本
に
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
■

然
贤
時Q

變

Q

狀
態
を
離
れ
て
考
へ
得
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
槊

博

志

摇

せ
ら
る
、
が
如
く
、
ケ

ネ

ふ

後

足

I

硏
究
を
行
つ
た
こ
と
は
あ
ら
ぅ
。
然
し
そ
れ
は
ケ
ネ
丨
の 

學

說

に
rj
足
的
影
響
を
こ
そ
與
へ
た
れ
、.

ケ
ネ
ー
の
全
珙
說
が
こ
れ
.に
依
つ
.て

影

響

せ

ら

：れ

て

生

成

し

.た
な
ど
と
は
斷
じ
て
：考
へ
将 

ら
れ
な
.い
の
.で
あ
る
。

マ
1
力
ン
チ
リ
ズ
ム
の
餘
弊
と
ァ
ン
シ
ャ
ン
•
.レ
：デ
イ
ム
の
感
制
度
と
.0
下
に
_

吟
せ
る
當
時
の
.下
脐
陪
級
、
殊 

に

聰

齡

級

の

遼

|

而
し
つ
.
'
 
■ケ
ネ
丨
が
全
然
こ
れ
に
影
響
せ
ら
れ
ず
し
て
、：：遠
ぐ
支
那
思
想
に
影
響
せ
：：ら
れ
て
其
の
重
翁 

說
體
系
を
作
り
上
げ
た
な
ど
と
は
、
，餘
り
に
も
當
時
の
;「

社
會
.の
琪
實
F

を
無
視
し
.た
架
空
.：
の
：
所

論

と

表

は

ね

：ば

な

る

ま

い

°:
そ

れ

と



ボ
ア
ギ
ネ
ル)

べ
;»
.
ル
の「

裒
 

九

六

ハ

C

5
~*
六)

そ
鄭
士
曲
ら
の
所
謂「

空
想
空
談」

(

每

1
丸
>
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
；い
9)

博
士
.は
ゲ
，ネ—

が
'「

平
生
：農
學
.に
熱
心
な
.る
：
所

.に

变

那

が

特

に
 

農
業
を
11
1
:ん
ず
る
：國
風
な
る
こ
.と
を
知
り
、
.益
：々

硏
究
を
茁
さ
ね
て
遂
に
1癒
の
茁
農
學
說
を
思
付
き
た
る
も
0
な
：る
べ
し
し
と
一
；

4

は
. 

る
、
も

、'
相
も
最
初
の
ケ
ネ
1
の
m
l
g學
說
は
、
旣
述
仓
る
が
^
く
，
農
學
と
一
お
は
ん
よ
り
も
寧
、ろ
半
近
：の
農
術
を
說
け
る
.も
の
で
あ 

つ
た
。
即
ち
そ
れ
は
當
時
の
農
挝
に
依
勹
て
直
接
實
際
に
適
州
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
つ
た
9
共
の
眞
意
，が
當
時
の
疲
弊
せ
る
農
拔
階 

級
の
救
濟
f
cあ
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
.あ
る
0
即

ち

ケ

ネ

が

、
傅
士
の
S

は
：る
、
.が
如
く
、
支
那
の
笊
農
學
說
を
單
に
學
說
と
し
て 

撕

究

,l
yて
倨
る
ベ
く
、
當
時
の
農
风
の
现
實
の
赞
窮
の
ft
は
餘
り
に
^
深
刻
で
あ
つ
、た
の
で
あ
る
。
，支
那
學
齓
を
硏
鑽
し
て
肅
農
學
說 

を
樹
立
'す
る
前
.に
、
，直
^
現
實
の
.農
業
.振
興
に
資
す
る
こ
と
を
恐
想
し
..な
け
れ
ば
■な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
ケ
ネ
L 
.の

3 1

農
思
，
 

想
は
遠
身
艰
洋
の
支
那
恕
想
に
，影
響
せ
ら
る
、
前
：に
、
寧
ろ
11
國
の
娘
前
に
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ
た
悲
慘
な
る
農
民
階
級
'の
現
實
の
生
沾 

对
发
に
M
r
i
i
せ
ら
れ
て
4
じ
た
も
の
と
^
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
ケ
ネ
ー
の
.思
想
.は
.當
時
の
社
#
的
^
實

の

反

映

で

あ

り

ま

^

こ

れ

を

當 

時
の
社
#
的
祺
#

と
.の
關
係
に
於
い
て
論
じ
.て
こ
そ
始
め
て
意
義
：あ
，る
も
の
と
な
る
0
で
あ
る
0 

:
,

「

フ
イ
ジ

オ
ク
ラ
ア
ト
の
學
說
の
出
所」

を
斯
く
解
す
る
筆
者
は
、
從
つ
て
、
マ，
1
力
ン
チ
リ
ス
ム
及
び
ア

ン
シ
ヤ
ン

•
レ
デ
イ
ム
の

% 

判
に
於
ぃ
：て
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
學
說
の
先
驅
を
爲
し
た
ボ
ア
ギ
、
ル
ベ
ー
ル
の
思
想
の
.研
究
に
先
づ
.筆
を
起
す
も
の
：で
あ
るO 

訪 

ー
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0
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な
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ら
れ
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楚
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以
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ミ
す
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 D
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6. 

M

S

 

Kells 

J
n.c
«
r
l 

> 

o
- 

1
9
1
9
. 

p. 

5
?
-

に
據
れ
ば
、フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
勢
說
を
ス
ミ
ス
の
學

說

I

に

「

自
然
的
自
由
の
學
說

」

な

る

屋

S

卞
に
取
扱
つ
て

.ゐ
る
。
何

ほ

多

く

の

真

派

I

學
者
が
彼
等
の
目
し
て
明
白
な
る 

誤
？

做
せ

J

f

s

露

を

S

る

Q
i
、
皆
是
ヶ
氺
，
の

白

由

囊

I

を
斟
酌
し
た
れ
ば
と
そ
で

t

。
要
す
る
に
、

フ 

.

ィ

f

ク
ラ

.ア
ト
の
极
本
思
想
中
、
典
の
自
然
法
思
想

S

く

憲

思

想

は

輕

し

W

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

註
五 

G
o
n
l
,

 

s
i
r
e 

des D
o
l
e
s

 
防coao

暑

I
 Be p
l
l

 

 ̂

Q

i

l 

1924, p. 177,

參
照
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註
六 

G
o
n
l
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 H
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濟
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。
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。
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R
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ゐ
る

0
,就
い
て
見
ら
れ

度

し

。
 

フ
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ジ
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ク
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の
思
想
の
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鸫
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渚
は
次
の
三
期
に
木
別
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ふ
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蓮
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濟
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濟
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熱
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ボ
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反
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な
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燦
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；ス
ム
に
對
ず
る
完
青
が
き
批
判
ど
其
'0'
狹
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あ
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憎
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潜
述
た
,̂
.

「
I
?
®

の
性
胃
、
耕
^
、
商
業 

及
び
利
寄
に
關
す
る
論
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摘
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。
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又
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す
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あ
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褥
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蕃
渚
自
ら
本
臀
の
劈
頭
に
於
い
て
1十
雄
前
に
：
：
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V
Mす
る
！
書
が
公
に
せ
ら
れ
たj 

W

い
へ
る 

所
ょ
り
推
し
て
火
體
一

七
◦
四
印
顷
に
鄯
か
れ
た
も
の
せ
察
せ
ら
れ
る
。
本
書
の
出
版
は
#
迎

|
七
〇
七
尔
ぜ
せ
ら
る
\
も
、
：遲
く
共 

1

七
〇
六
印
ょ
り
迎
る
V

常
無
か
9

し
も
の
で
あ
りV

現
にQuSrard

等
は
一
七
〇
六
昨
ル
ア
ン
に
於
い
て
出
版
せ
ら
れ
た
刊
本
を
引 

用
し
て
ゐ
る
.

°次
い
で
本
書
は
.

一

七
〇
七
年
、
ボ
ア
ギ
ュ
，ル
べ
ー
ル
金
集
邗
行
に
際
し
て
、
彼
の「

佛
蘭
四
詳
論」

及
び
其
の
他
の
彼 

の
^

書
w
dh
ハ
に
公
に
せ
ら
れ
た
？
此
の
全
集
に
は
ニ
稱
あ
り(

典
に
|
.七
〇
-|
:
苹
刊
行)

、其
の
一
はQuvres collates de BCISguf- 

•rbert:

で
^
り
、
也
の
_•—
-
はTestlst doriti.aus.
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^
:̂
0げ
必d.e vau¥n. 
'
^
る
題
卞
农
ボ
ァ
ギ
ュ
ル
ベ
，
1ル
.：の
'諸
著
を
集
錄
'

.

せ
る
も
の
で
あ

K

o
そ
こ
で
問
題
は
、
此
の
ニ
つ
の
全
雄
、
邶
ち
名
货
共
の

「

ボ
ア
ギ

i

ル
べ

,
ル
佥
雄

」

ビ
、
彼

の

諸

恶

を

「

ボ一

 

グ
ァ
ン
將
邮
の
政
治
的
遗
恶

」

の
題
下
に
集
錄
せ
る
も
の

^
が
、
然
か
も
同
時
に
、
刊
行
せ
ら
れ
た

.こ
^
を
如
何
に
解
す
可
き
か

?£
:
云 

ふ
こW

で
あ
る
が
、

此
れ
に
關
す
る
考
證
は

前
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r
n
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politique, 
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る
。
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錄
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興
成
あ 

る
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此
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t
a
m
e
n
t

 

politique, 

etc .

の

刊
行
に
依
っ
て
誤
ら
さ
れ
た

人
が
常
時
相
常
に
多
く
.在
し

遂
に
は
、
或
は
ボ
ー
ヴ

r 

ン
を
以
て
ボ
ア
ギ
ュ
ル
べ
？

ル
の
諸
著
の
著
漭
な
リ
ド
，做
し

»
又
成
は
ボ
ア
ギ
ュ
ル
べ

I
ル
を
以
て
ボ

ー
ヴ

r
ン
のr

十
分」

税
論

」

の 

著

^
な
り
ミ

做
す
に
-l
g
つ
.た
こ

7£

て
あ
る

0

ハ例
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ば
ボ
ル
テ
ィ
ル
は
其
の

^

u
M
a
o'
n
n
a
i
r
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i
e
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一
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r

ン

の

「

十
分
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稅
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、

ボ
ア
ギ
ュ
ル
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ー
ル
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其
の
筆
を
休
め
た
儘
で
あ
っ
た
b
,然
し
彼
は
.死
ぬ
迄
彼
が
眾
に
疋
當
儿
っ
有
益
な
る
思
想
を
表
叨
し
た
に
過
ぎ 

ぬ
こ
ミ
を
强
く
信
じ
て
ゐ
た
0
歡
問
の
無
關
心
が
齊
卷
さ
し
て
ょ
リ
も
寧
ろ
市
民
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し
て
彼
に
は
惱
ま
し
か
つ
た
，
そ
こ
で
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の
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七
一
.ニ
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ボ
丨
ヴ
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ン
將
取
の
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治
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遺
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の
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の
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新
.々
る
刊
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ボ
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r
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。
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•

ボ
ア
ギ
メ
ル
べ
ー
ル
は
其
の
著
：「

富
、
金
銀
及
び
祖
税
の
本
質
に
關
す
る
論
評」

の̂

頭
に
於
い
て
云
ふ
、「

萬
人
當
衮
た
ら
ん
と

欲 

す
、
多
數
渚
が
ロ
夜
_
齪
と
し
て
勞
働
す
る
所
以
の
も
の
も
一
に
富
器
た
ら
ん
が
爲
に
外
な
ら
な
い
。
然
し
人
々
は
此
れ
に
货
塔
ょ
く 

成
功
せ
ん
が
爲
に
取
る
方
法
に
於
い
て
常
に
誤
っ
て
ゐ
る
0、
永
久
不
易
た
り
得
べ
き
富
：の
.眞
の
獲
#
に
於
け
る
、
此
の
誤
は
、
先
づ
人 

々
に
し
て
富
裕(

o
p
&
n
c
e
)

及
び
金
銀(argent)

に
就
.い
て
爲
せ
る
考
へ
に
於
い
て
誤
れ
る
蕻
か
ら
生
ず
る
の
，で
あ
る
0」

8
三
七〕 

と
。洵

に
、
萬
人
淡
々
と
し
て
富
を
求
む
れ
，ど
も
、
然
か
も
富
の
：何
た
る
か
を
！！
れ
る
人
は
勘
い
。
人
或
は
富
を
以
て
金
銀
の
所
#
に
在

.

一 

り
と
做
す
然
し
金
敗
が
员
の
常
で
あ
ら
ぅ
か
ひ
ボ
ア
ギ
广
ル
べ
ー
ル
に
依
れ
ば
、
金
銀
：は
精
々
富
の
要
具
た
る
も
の
で
あ
るC

然
ら

ば
眞
の
富
と
は
何
か
。
彼
は
之
に
答
へ
て
云
ふ
、「

5

當
ネ
は
、1

■

生
沽Q

必
需
品
の
み
I

ず
、
又
凡
ゆ
る
：奢
侈
品
並
に
甚
を 

ナ

' 

霧
ば
せ
得
る
凡
ゆ
る
物
の
：全
き
享
有
に
在
る
。JC

註
：1

5

と

:0
\ 

•

•
 

斯
か
る
財
.常
觀
か
ら
出
發
せ
る
ボ
ア
ギ
-

ル

べ

丨

ル

に

取

つ

て

は

、翁

當

時

の

.「

人
々
が
日
夜
偶
像
と
し
て
祟
_

せ
る
、
金

銀

は

：

••
;
:衣
食
に
'適
：せ
ざ
.る
.が
'-
-
に̂
-.
>
;そ
れ
0'
撤
.に
'て

ば

斷

妄

何

等

：
の

用

途

を

#
す

:^
4'
'
の
'で
'は
^
い
.の
.で
：
あ.

^

^
彼
ば
'此
れ 

を
#1
證
し
て
异
ふ
、「

夫
の
新
大
陸
發
兌
0
西
班
.牙
人
の
物
語
に
侬
つ
て
、
其
の
最
初
の
征
服
者
ぬ
、
縱
令
金
«
に
し
.て
樽
を
以
て
計
置 

t
ら
7
、
ぞ
の
一
对
'̂
の
絕
獎
吖
支
配
者
た
り
し
と
鄉
も
.
.多
^
間
い
と
も
慘
め
に
北
ハ
の
坐
沾
を
送
り
、
并
の
：多
數
者
Q

M死
せ
.る
は 

'
别
と
し
て
も

^
ど
與
の
凡
て
の
著
は
惟
だ
僅
か
に
珣
然
.の
與
ふ
る
最
も
惡
し
き
乱
つ
最
も
厭
ふ
可
.き
食
物
に
依
つ
て
の
>
道
拉
の
窮 

|

 

境
ょ
り
免
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
第
は
餘
り
に
も
確
實
な
m
實
で
あ
羡」

傭

に

續

山
の
所
在
地
：に
於
い
て
、」

浩
し
も
消
费
貨
物
が
缺 

§

 

.
 

乏

せ

ん

；
か

、

「

人

は

：ー

日

に

五

十

エ

ク

ー

を

消

毁

す

る

も

尙

、
被

が

匈

牙

利

杧

於

^
て

僮

か

八

ス

，
ゥ

.劳

し

く

は̂

も
遙
か
に
：不
便
不
快
に
生
活
せ
：ざ
る
を
得
な
い
で
I

ぅ
？
何
と
.袞

:
--
L

v

は
快
適
の
凡
ゆ
る
物
ロ
緊
艘
甯
に
寧
受
す
る
に
殆
ど
；宠
分
な
る
が
故
セ
.
あ
る
4
^

瞀

-0)

；
，さ

れ

ば

诩

诹

疋

社

歟

羅

©

の
| »
-
.
'他

の

國
、

々
ょ
り
も
遙
.か
に
富
.裕
な
る
も
.の
で
は
斷
じ
て
.な
い
、蓋
し
丼 

a
',
. 

密
ヵ
も「

此
の
金
銀
は
共
の
殆
ど
全
部
を
擧
げ
て
、
鑛
山
所
在
國
'に
.齎
亦
可
.ぐ
坐
：活
必
需
品
を
坐
產
せ
る
國
々
に
、
持 

ィ

. 

ら
ぬ
か
ら
で
.あ
る

J

S

1

)

若
し
も
金
銀
を
收
受
せ
る
人
々
が
.全
然
.そ
を
保
藏
し
以
て
他
0
;如
何
な
る
享
^
^
件
と
も
交
換
す
る
事 

; 

を
得
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、「

特
に
人
間
を
養
ふ
こ
と
.に
關
す
る
限
り
、
世
に
；此
れ
.程
卑
し
め
.
|ら>请
き
吻
件
は
他

^
^

I

,.
く
て
其
の
如
何
に
多
:#
に
存
す
る
と
も
:'
'
人
.嘗
て
そ
を
尊
-1
0
:す
る
鄯
は
無
い
^
あ
ら
ぅ

,_
0
6
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0六

(
I
m
H
O

斯

く

て

ボ

ア

，年

：

“
ル
：べ
ー
ル
忆
依
れ
ぼ
、
金
銀
は
、
：：社
會
が
朱
だ
物
.々
.交
換
0
狀
態
に
在
つ
た
時
、
即
ち
人
p.
稀
瓶
、
：欲
望
僅
少
、
 

從
つ
：て
是
に
應
ず
る
生
谎
物
も
亦
多
大
な
3る
を
：要
せ
ざ
る
に
因
つ
て
、
可
譲
的
物
件
'の
相
互
的
直
接
交
換
に
.依

づ

，て
'有

無

相

通

じ

得

た
 

時
代
に
は
:'
何
等
の
：職
能
無
く
從
つ
：.て
何
等
の
盤
の
無
：か
0
恕
も
の
で
あ
る
。，
然
る
：に
、
.
«
^

し
斯
く
て
先
X
V
A々
の
熒
働
が
分
割
せ
：ら
れ
、
觅
杧
職
業
擻
が
漸
增
し
て
^
麵
麴
避
、
仕
立
崖
等
の
如
き
最
も
緊
要Q

も

P
ょ
り
俳
優 

に
至
る
ま
で
：
：
自
然
に

..依
つ
.て
最
も
良
く
分
割
せ
.ら
れ
而
し
で
最
も
開
化
せ
：る
完
入
玉
な
る
國
家
を
稱
成
せ
：る
ニ
百 

S
四三

：}

が

現

る

、
に
至
る
や
、
最
平
其
の

#
續
を
維
持
し
得
る
も
の
で
は
な
.い

0
何

と

な

れ

ば.今
や
需
要
と
供
給
と
は
.愈
々
增
大
し
、 

愈
々
複
雜
化
ず
る
に
至
れ
る
が
故
に
、
最
得
や
直
ち
に
兩
盏
の
一
致
を
觅
る
事
を
得
方
る
に
至
る
可
く
、
即
ち
他
人
に
讓
度
す
べ
き
令 

剩
坐
_

を
布
す
る
人
が
、
此
の
坐
鹿
物
を
欲
求
し
而
し
て
共
の
代
り
に
彼
の
；欲
求
せ
る
生
產
物
、
享
樂
乃
至
勤
勞
を
提
佻
し
得
る
人 

をy

ち
に
觅
出
す
琪
を
得
ざ
る
に
至
る
：か
ら
で
あ
る
o
r斯
く
て
一
ま
^
物
の
賣
手
が
彼
が
現
鹫
に
欲
求
せ
る
生
^
物
の
鹫
手
と
蓝
^
 ̂

引
せ
ざ
る
事
の
.愈
々
频
繁
と
な
る
時
、
彼
が
譲
渡
ず
る
物
件
の
補
償
と
し
て
、
茲
に
金
鈒
は
役
立
つ
に
至
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
彼 

が
其
の
質
手
ょ
り
受
取
ね
た
る
も
の(

金
鈒)

は
彼
に
取
つ
て
は1’

種
の
保
證
附
娄
任
狀
.(

I
 procuration, 

avec g
a
r
l
)

に 

し
て
、
彼
の
欲
望
は(

彼
の
欲
求
せ
る
生
物
の)

賣
手
が
見
出
さ
.る
ゝ
場
合
に
實
現
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
そ

A
は
.：
：
彼 

の
掌
中
ょ
り
彼
の
所
有
に
屬
せ
し
寒
所
物
が
講
渡
せ
ら
れ
た
時
の
憤
格
乃
至
共
の
時
の
儕
格
に
比
例
せ
る
僧
格
に
於
て
^

あ
る
。」

(

註

四
四
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「

故
に
金
銀
ヵ
11
上
に
耍
求
せ
ら
れ
た
の
は
、惟
だ
高
々
交
換
の
保
證
と
し
て
ぐ
あ
る
に
過
ぎ
な
い
、
J
Cff
e
S
I五〕「

そ

れ

は

引

渡

が
©
ち 

に
實
現
せ
ら
れ
ざ
る
時
及
び
又
言
葉
若
し
く
は
囊
に
依
る
裂
の
保
證
に
對
し
、
買
手
に
於
い
て

宠

分

の

支

拂

能

力

が

杯

せ

.ず

若

し

 

ベ
：§
其
の
现
は
4
ざ

る

路

W
た
將
來「

り
被
の
保
證
ハie 

gage, de la tl

:pditi9n f
i
r
e
)

た

る

も

の

，
.に

過

ぎ

ず

又

當

に

過

ぎ

ざ

る

ベ

き
も
の
で
t

o」

c

s

s
さ
れ
ば
、
そ
れ
は
謂
は
,，

一.種
の
麗
具
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
枸
ら
ず
、
纏
て
f

偏
愛
せ
ら
？
 

ヴ
と
ブ
つ
,

の
で
あ
る
f

故
力
.

「

奴
樂
を
欲
し
然
ヵ
も
沿
ハ
の
快
樂
を
滿
足
せ
し
む
る
た
め
に
其
の
全
生
沾
に
殆
ど
充
分
な
る
余
裕 

を
有
せ
ざ
る
S

、然
る
べ
き
時
季
I

る
べ
き
時
偾
に
て
寶
却
せ
ん
が
S

、穀
物
及
び
含
他
の
土
地
唐

物

I

て

I

I

及

 

.び
直
を
滿
た
し
て
f

こ
I

ど
に
は
靈
せ
ざ
る
も
の
•で
あ
-る
。
斯
か
る
配
慮
、
希
望
、
乃
至
心
配
は
彼
の
：如
き
生
沾
に
は
適
せ 

さ
る
も
の
で
.あ
る
o

切
时
現
金
な
ら
ば
、
然
る
可
き
販
蕩
額
の
平
額
以
下
、
焉

の

眾

額

に

て

も

、能
く
彼
の
用
を
辨
ず
る
も
の
で 

あN
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方
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^

3か
奴
適
物
们
の
^

荷
容
は
进
を
金
銀
と
交
換
し
、
以
て
そ
れ
だ
け
彼
等
の
財
產
を
保
持
し
易
か
ら
し 

め
ん
と
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
斯
く
て
、
人
々
が
金
銀
を
揭
仰
す
る
に
至
れ
る
椠
は
、
嘗
て「

此
の
世
の】

一
人
の
：最
初
の
'勞

働

奪
f

、 

同
時
に1

一
人
の
塗
で
あ
っ
た」

時
代
、即
ち「

8

1

;人
は
穀
物
を
得
る
.が
.た
め
に
地
を
耕
し
、他
I

物
を
作
る
が
た
め
に
羊
を
飼 

o

而
し
て
彼
等
の
货
し
柃
た
る
相
7/
:

的
交
換
が
彼
等
を
し
て
互
の
资
作
物
を
：五
に
享
受
せ
し
め
た
^

評
四
6

時
代
_は
.茲
に
一
變
し 

て 

' 

犯
=

と̂
灸
ぐ
士
は
時
と
-

に

¥
如
し
、
最
1!
^

^

:る
#

は
何
物
を
も
爲
さ
ん
と
欲
せ
.ず
し
て
'

然
か
も
最
弱
#
の
努
働
の
給 

f

享
樂
し
、
：
斯

く
て
神

の
秧
序
に
全

く
反

く

墨

る

？

あ

る

。

而
し
て
'此
^

^

が
い
と
も
：過

度

逢

つ
た
が
故

1€
、
今
口
人
 々

は
暴

：に
一
1E

階

級

に

分

たる
、
に

觅
つ
た
の
で
あ
る
、
何
等

爲

す

所無
く
然
か
も
.凡
ゆ
る
快
樂
を
享
布
す
る
階
級
と
、
日
夜
勞
働 

す
れ
ど
も
.
.然
ヵ
も
对
ど
必
需
品
す
ら
所
有
す
る
諶
無
く
、
#

時
に
.全
然
共
れす
ら
剝
奪
せ
ら
る
、
事
の
あ
る
階
級
と
.は
即
ち
赴
で
あ 

る
。
こ
れ
金
銀
が
其
の
本
來
の
;1
'
]途
に
抵
觸
し
初
む
る
倾
向
.を
帶
ぶ
る
.
.に
至
つ
た
た
め
で
翁
る
.？

即

ち

ー

.
，
金
.鈒
が
典
の
也
の
凡
ゆ
る 

4
淹
#

に
^

し
て
保
有
し
て
居
る
可
.き
掏
衡
が
、
纏
て
^

大
な
る
打
.擊
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
0
VS
註
四
九)

洵

に

人

か

金

飯

を#
1{
1
し
而
し
て
凡
ゆ
る
獄
類
の
消
費
貨
物
を
藤
：視
す
る
.と
^
は
ゝ「

恐
；ろ
し
爸
程
に
金
銀
と
凡
ゆ
る
種
類
の
物
仲 

と
の
間
に

當

に

在る
可

き

均

衡

を

證t

f
co
l

る
o
:人

塞

鈸

取

奢.の
爲
め
に
持
つ都
酷
と

i

他

の
一，切

諸

坪
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一

二
八)

す
_

と

は

，前#
を

ば

雲

の

上

ま

で

上

げ

崇

め

而

し

て

後

寥

ぱ

奈

落

の

'底

ま

宰

 

の
，
で
あ
る
。

」(

註
五
8

斯
く
て 

• S

物
の
地
位
は
全
く
墓
顚
倒
す
，るQ

で
t

o
交
換
に
仕
ふ
可
き
金
銀
が
一
切
を
支
配
す
：る
。
：即
ち
.

「

今
や
交
換
の
奴
隸
は
其
S
 

f

な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
ぁ
る
0」

s

2l
.
”;v
-
然
が
も
そ
は
凡
そ
吾
人
の
想
像
し
得
る
最
も
殘
酷
に
し
て
且
つ
®
も
貪
慾
な
る
暴
君
と
，
 

な
る
S

つ
た
の
で
あ
る
。
.贫
皴
な
る「

对
代
の
諸
邪
神
I

し
て
人
> 
は
凡
ゆ
る
物
を
坐
贄
に
捧
ぐ
_る
を
常
と
し
た
9

即
ち
此
神
に 

聖
し
て
は
禽
-
f、
彼
神
に
對
し
て
は
果
實
と
酒
類
I

、
而
し
て
極
り
無
き
無
分
別
の
事
に
は
、不
幸
に
も
或
る
人
命
を
す
ら
奉
獻 

し
た
ー
.

」

■

 
二)

夫
の
古
代
フ
土
一
一

 
キ
ヤ
の
力
ナ
ン
の
民
が
子
供
を
生
贄
に
供
心
た
モ
ロ
ッ
ク
'

(

_

&)

と
去
.ふ
.偶
像
は
朱
X
貪 

愁
f
 

f
惡
糜
で
あ
っ
た
。

ボ
ァ
ギ

-
ル
べ
.丨

ル
：に
從
へ
ば
、
金
銀
は
正
に
此
の
魔
像
キ
ロ
''ッ
ク
の
如
く
否
そ
れ
以
上
に
_

に
し 

て
食
婪
な
る
も
の
で
あ
る
。「

人
，々

は
常
に
金
銀
に
對
し
て
、
少
し
で
i
金
銀
■に
嫌
は
れ
る
貨
物
は
，
一
切
之
れ
を
獻
上
せ
ず
、
若
し
も
金 

銀
の
寵
遇
を
贏
ち
得
ん
と
欲

す

る
な
ら
ば
、
.不

體

を

獻

上

し

な

け

れ

仗

な

I

い
、
然
か
も
そ
れ
と
て
廣
大
且
っ
漏M

り
無
き
土 

地
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
？

最
も
高
價
な
り
し
、
顯
位
顯
贫
、
否
縱
令I.

地
方
全
體
す
ら
金
銀
に
取
っ
て
は
^
^
^

で
無
く
、
寧
ろ
揚
其
の
食

f

唆
る
に
過
ぎ
.ぬ
も
の
J

る
。

而
し
，て
、
人
間
の
生

I

I

へ
ば
乂 

最
4
く

結
合
し
且
つ
最
も
激
し
く
狂
怒
し
た
時
と
雖
も
、
金
鈒
が
生
贄
に
供
せ
し
め
た
程
多
數
の
人
間
を
破
域
し
た
I

は
嘗
て
無
か
つ
た
b

'で
あ
る
o」(

骷
五
i

p

:

'

幾
多
の
犯
罪
は
金
銀
に
依
つ
て
始
め
て
可
能
と
な
る
。
少
く
共
非
常
馨
易
と
な
る
も
の
で
あ
.る
。
例
へ
ば
竊
盜
の
如
き
こ
れ
で
あ 

る
.
作
と
な
れ
ば
，「

若
し
も
凡
ゆ
る
財
產
が
生
沾
に
必
要
な
‘る
貨
物
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
.盜
贼
は
.
‘:
ー' 氣
に
ま
，隹
少
1:
の 

財
貨
の
み
を
馨
し
f

に
過
ぎ
ず
、
然
か
も
そ
れ
を
持
ち
去
ら
ん
が
た
め
に
は
、
.隱
し
得
ざ
る
多
く
の
馬
と
：車
と
を
.要
す
f

の
.で 

あ
る」

cIL
iE
PM〕

か
金

^
の
^
在
は
道
般
の
不
便
を
除
去
；す

る

か
ら
で
あ
る

o
又
例
へ
ば
、褂
に
て
買
.つ
た
商
品
を
ば
廉
傲
、
E
し
現
金

て
g

に
I

t

而
し
て
其
の
賣
上
金
額
を
持
っ
て
.逃
亡
す
る
所
の
、
商
人
の

I
的
破

產

の

如

き

も
金

I

#
在
す
皆
こ
を

n

h

y

t
。藍

S

に
例
へ
ば
、
醫

就

い

て

行

馨

多

大

I

平

及

び

雲

f

亦
i

f

で
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徵
稅
せ
意
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が
ぁ
り
、
旦
っ
概
し
て
一
片
の
.土
地
の
所
有
者
が
其
の
隣
の」

 

か
に
f

課
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。
.港
し
も
金
銀
が
馨
$
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而
し
て
凝
が
物
納
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す
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一
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K

か
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十
ス
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に
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す
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し
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ゐ
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谷
金
銀
を
過
度
に
霊
す
る
場
合
.に
.於
て
、
就
屮
小
麥
の
蒙
る
影
響
は
.大
S

る
。
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襲
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七
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切
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が
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)
'に
氣
体
和
ざ
：る
が
故
に
、
逯

：に
は
：

.

「

寓
物
の
豐
富
0
眞
只
中
に
布
：0
て
極
：り
無
き
货
困
を

：

酸

成

する
に

「

至
る

.
の

'で

あ
る
。」

®

成
6 

茲
に
於
て
が
、'-
金

銀

：の

蕾

す

碧

は

共

の
#
し
む
：る
利
益
ょ
り
も
：逾
か
に
大
で
あ

.る
と
：結
論
し
得
べ
き
：で
あ

'る
。

ボ

ア

ギ.
ル
ベ
ー 

ル
：に
從
へ
ば
、
金
銀
に

'ニ
薇
あ
る
。
或

0 I :

はargent bienfaisas:

に

し

て

、
一
と

^

し
て
常
忙
交
易
に
仕
へ
ん
.と
：す

る

も

の

で0P
、

寄
人
が
せ
：
ぎる

■限
妙

、
：
聊
も
：交
#
を
：ば.撥
亂
；せ
ん.と
.欲
す

る

，こ
；
と
な
：き
も
の
で 

あ
るOJC

能
五九

：}

即
ち
交
#
の
奴
隸
と
し
て
の
金
«
で
，あ
る
0

然
る
蟫
：

「

他

(0
一
は
，argent c

r
f
m
l
.
:

な
る
も
P
で
あ
る
、j .「

こ
れ 

こ
そ
奴
隸
た
ら
ず
し
て
神
た
ら
.ん
と
钦
せ
る
：も

の

で

あ

り

、
僴
人
に
對
し
否
全
：

_

に
對
し
てf

宜
し
た
る
後

、

遂

t-
c
は
玉
座
に
ま 

で
上
る」

8
六
〇)

も
の
'7
?
あ
る
。
而
し
て
今
ロ
存
在
す
る
金
鈒
は
本
に
此
：の
後
奔
で
あ
る
。
即
ち
、
本
來「

惟
だ
商
業
乃
至
交
換
を
容 

易
な
ら
し
む
る
た
め
に
0
み
採
川
せ
ら
.れ
た
に
枸
ら
ず
、
今
や
萬
物
に
對
す
る
死
刑
執
行
人
と
な
.れ
.る
、
f

p

£

k

£
で
あ
る
。
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命
銀
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富
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混
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辯
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亦
ボ
ア
ギ
キ
ル
べ
一
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殆
ビ
同
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の
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恶
し
も
惟
り
赀
金
腐
の
.み
が
絕
對
的
必
要
に
應
じ
得
る
唯
，
ー
の
も
の
と
す
れ
ば
、
典

の

弊

寄

も

從

順

.に
承
認
す
べ
き
で
あ
る
0,
然
し 

ボ
ア
ギ
ュ
ル
ベ
ー
ル
に
從
：ベ
ば
、
.貴
金
婦
が
.唯
一
の
絕
對
的
必
要
に
應
じ
得
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば「

金
銀
を
免
職
し」 

(

亂
.六
5
_
.
.
;|
1
:ハ.の
負
.べ
る
職
能
を
ば
何
.等
か
他
(0
'
#
^
:
:
に
移
す
事
.に
依
つ
て
.

「

金
銀
を
不
;|
-
]£1
つ」

不
動
た
ら
し
め
て
^
き
:|
-
]
:
ハ
の
'凡
ゆ
る
誇 

り
を
閉
ざ
す
都
を
餘
儀
な
く
せ
ら
る
\
で
あ
ら
ぅ
O
J
f
i
六三

：}

然
も
そ
.は
洵
に
：

#

々
た
る
寒
で
あ
る
'0
彼
は
.沄
ふ
、「

銅
及
び
#
銅
は
、
 

人
鍇
を
以
て
多
ft
に
貨
胳
と
し
て
ゐ
•る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
等
は
能
く
金
銀
に
代
位
し
得
る
も
の
：で
は
な
い
か
。
或
る
場
合
に
於
て
、

, 

人
は
现
皮
を
''以
て
貨
胳
と
1,
た
で
は
な
い
か
、然
か
も
そ
は
皮
典
物
に
は
何
等
の
愤
値
と
て
無
い
が
、皮
面
に
あ
る
?
王
の
鉻
刻
に
依
つ 

.

て
、
金
銀
.と
等
し
き
力
、
等
し
き
利
便
を
布
せ
る
も
の
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
、
そ
は
秘
露(

P

かro
u
)

及
び
新
大
陸
に
於
け
る
多
額
の 

.

金
鈒
ょ
り
以
上
に
生
活
必
需
品
を
得
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
ル
デ
ィ
ヴ(

M
a
l
d
i
v
e
s
)

諸
岛
に
於
て
は
、
其
の
住
民
は
種
々
の
物
語 

に
依
つ
て
知
ら
れ
得
る
.が
如
く
、
，文
明
且
つ
’華
美
に
し
て
、
斷
じ
て
野
蠻
で
は
な
い
が
、
其
處
で
は
小
獲
に
昝
れ
て
授
受
せ
ら
る
、
、 

或
種
の
貝
殼
が
、
：
：
金
銀
と
等
し
き
力
を
有
■し
、且
っ
金
銀
と
等
し
く
其
の
估
民
'の
買
は
ん
と
欲
す
る
物
件
の
將
來
引
渡
の
保
證
を
得 

し
む
る
の
で
あ
る
：
：
。
取
米
利
加
の
諸
鳥
は
、
縱
令
金
銀
が
體
富
な
る
に
枸
ら
ず
、
久
し
く
日
常
の
取
引
に
金
銀
を
使
⑴
す
る
こ
と 

を
知
ら
ず
に
居
た
：
：
。
唯
煙
革
の
み
.が
凡
ゆ
る
取
引
に
用
ひ
ら
れ
て
思
た
：
.•。
即
ち
若
し
も
人
が
約
ー
ス
ゥ
分
の
麵
麴
を
質
は
ん 

と
欲
し
た
時
に
は
、
彼
は」

.定
の
價
格
を
有
せ
る
、
此
の
土
地
の
產
物(

煙
草)
の
同
額
分
だ
け
を
與
へ
た
の
で
あ
る
、
而
し
て
此
の 

镅
萆
に
就
い
て
は
ノ
恰
も
何
れ
め
國
に
於
け
名
を
問
は
ず
、
丼
の
通
貨
に
就
い
て
と
同
様
、
何
等
の
異
議
も
無
か
っ
たQ

で
あ
る
。
然

か
も
、
斯
く
唯
鹿
摩
を
]1
1
ひ
た
だ
け
で
、
必
需
品
、
快
適
品
及
び
奢
侈
品
も
他
所
に
於
け
る
と
等
し
く
毫
も
缺
如
す
る
こ
と
は
な
か
つ 

た
.の
で
あ
る
。」(

註
六
四)

■

.

,
更
に
ボ
ナ
ギ
ユ
ル
ベ
ー
ル
に
從
へ
ば
、
金
銀
無
し
に
濟
ま
す
た
め
に
は
、
貝
殼
、
皮
、
乃
至
煙
草
す
ら
備
ふ
る
必
要
が
な
い
の
で
あ 

る
。
即
ち「

歐
羅
巴
に
は
：
：
遙
か
に
簡
易
に
し
て
且
つ
遙
：か
に
廉
慠
な
る
一
手
段
が
あ
り
、
而
し
て
そ
れ
が
苺
日
實
施
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
の
セ
.あ
る
：
：
即
ち
そ
れ
は
金
銀
に
對
抗
せ
し
む
る
に
、
前
述
せ
る
が
如
き
、
微
集
の
勞
苦
を
要
す
る
、
皮
、
貝
殼
乃
至
煙
草
を
以 

て
せ
ず
し
て
、
實
に
何
物
に
も
値
せ
ざ
る
一
片
の
紙
片
を
以
て
す
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
、
然
も
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
此
の
紙
片
は
何
西
;̂ 

と
な
く
、
否
無
限
に
、
即
ち
此
の
紙
片
の
流
通
ず
る
人
の
數
だ
け
、
金
銀
の
凡
ゆ
る
職
能
に
代
位
す
る
も
の
で
あ
る
.：
.
o斯
く
し
て 

0

に
は
毫
も
金
銀
の
助
力
を
俊
た
ず
.に
、
普
遍
的
富
裕
、
即
ち
財
貨
の
大
な
る
享
有
と
说
費
と
が
存
す
る.

の
で
あ
る
。」

ハ
註
六
五〕 

故
に
ボ
ア
ギ
ユ
ル
ベ
ー
ル
に
依
れ
ば
、金
銀
は
富
の
本
質
た
る
ど
こ
ろ
か
、其
の
片
影
で
す
ら
な
い
の
で
.あ
るo

一
 
國
が
農
業
.に
依
つ 

■て
繁
榮
す
る
こ
と
愈
々
大
な
れ
ば
、
金
銀
が
竭
望
せ
ら
る
X
こ
と
は
愈
々
小
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
否
人
々
は
金
銀
を
欲
す
る
こ
と
す
ら 

な
い
で
あ
ら
ぅ
。
金
銀
が
'珍
重
せ
ら
る
、
の
は
繁
榮
の
反
對
た
る
も
の
で
あ
る
0「

富
裕
時
に
於
て
は
、家
に
金
銀
が
入
り
來
る
や
否
や
、 

人
は
そ
れ
を
支
出
せ
ん
.と
考
へ
た
。
斯
く
て
金
銀
は
、括
然
と
し
て
、同
一
日
に
屢
百
軒
以
上
の
家
を
循
環
す
る
こ
と
、
§
5

す
れ
ば
贫 

W
時
に
於
け
る
ょ
り
も
百
倍
も
多
い
消
贺
從
.つ
て
所
得
を
生
ぜ
し
む
る
事
を
常
と
し
た
。」

£
.
六
G「

然
る
に
贫
困
時
に
於
て
は
、
金
銀 

は
趣
の
少
む
が
如
く
狳
々
.に
循
環
し
、
而
し
て
康
件
の
.偶
發
は
金
鈸
の
循
環
を
し
.て
愈
々
緵
狳
た
ら
し
む
る
.に
資
す
る
の
み
で
あ
る
：

* 

:
o 

.

斯
く
て
金
銀
を
支
出
せ
し
む
る
た
め
に
は
非
常
な
工
夫
を
必
要
と
す
る
も
、
.然
も
概
b
て
そ
れ
は
.勞
九
と
時
間
と
の
空
費
た
る 

の
み
で
あ
る
。」C

独
六
七〕

又

「

如
何
な
る
■
笳
を
以
て
す
る
も
—

此
の
金
銀
を
少
し
で
も
循
環
せ
し
む
る
に
は
多
，く
は
無
效
で
あ 

る
O
J
S六
八
：
}
益̂
々

r
A々
は
費
用
を
節
減
す
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
そ
れ
が
貧
困
、
從
つ
て
金
銀
の
稀
少
を
增
大
す
る
不
幸
の
源 

ボ
ァ
ギ
ュ
ル
ぺ
1
ル
の
ぅ
富
の
本
質
論」 

j

一

三

(
1

ニ
三
13



I:

ゾ

. 

ボ
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ニ
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フ
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.泉
4
な
：る
.の
で
あ
名
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餘
六
九
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'
■
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故
に
、.：金
銀
が
缺
如
せ
ク
‘

故
に
：赞
困
で
あ
る
の
で
な
く
，
貧
闲
な
.る
が
故
に
金
銀
が
缺
芝
し
て
ゐ
る
とr

み
 ̂

r  

ば
何
が
故
に
贫
困
で
あ
：る
の
.か
。
.ボ
ア
ギ

.-
ル
べ
ー
ル
に
從
へ
ば
、
：そ
れ
は
1
:に
金
銀
が
循
環
し
な
い
か
ら
で
あ
る
0
:
:
洵
に
、
其
_
に 

i 

こ
そ
致
命
的
窮
泛
の
■原
因
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
•然
ら
ば
又
何
故
に
金
銀
は
循
環
し
な
い
の
か
.？
彼
に
從
へ
ば
、
富
時
に
於
て
は
、
'金 

I
'

. 

銀
は
其
の
疋
常
の
價
値
通
办
に
評
慎
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
.

「

贫
時
に
於
て
は
、へ
惟
り
金
銀
の
み
が
富
で
あ
.り
又
富
で
あ
る
と
稱
せ
-ら
れ
、

爾
餘
ー

：

切
諸
物
は
；單
に
塵
戏

」c
鞋
七
8
、
即
ち
無
價
値
物
た
る
に
過
ぎ
ぬ
，と
做
さ
れ
、
'
斯
く
て
人
ダ
が
擧
つ
て
惟
り
金
銀
の
み
を
愛
藏 

一
 

.

す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
o
:然
し
金
銀
は
可
動
な
る
こ
と
に
依
つ
て
.

Q.

み
金
銀
た
り
得
る
の
で
あ
る
o
rそ
れ
が
•不
動
と
な
る
や
否
や
、

そ

れ
を
世
上
に
洱
.び

齎

し

：
：
若

し

く

は

：
：
.
此
の
金
銀
を
商
業
に
投
入
す
る
こ
と
が
.保
證
せ
ら
れ
な
く
な

..る
か
ら
そ
れ
は
金
銀
た
り 

I. 

得

ざ

る

に

至

る

が

故

に

：
，：

吾
人

.は
一
切
が
失
は
れ
る
と
宏
ひ
得
る
：の
で
あ
る

.
0

」(

註
七
.
1
> 即
ち
金
銀
の
缺
乏
は
食
困
の
結
艰
で
こ
そ 

一
 

あ
れ
、
.斷

じ

.
て

共

の

原

因

で

は

な

: ^

の
.
で

あ
る

。

さ
れ
ば
贫
闲
を
防
止
.せ
ん
が
.た
め
に
、
國
內
に
金
銀
を
誘
致
し
而
し
て
其
の
國
外
に

流
出
す
る
を
肌
此
せ
，ん
と
，エ
夫
す
る
は
徙
勞
で
あ
る
。

反

マ

ー
力
；
ノチ
リ
ス
ト
的
思
想
家
と
し
.て
の
彼
の
商
目
询
に
躍
如
た
る
も
.の
が 

一
 

.
あ
る

0

. 

:

:

.說
六
ニ 

Dissertations, etc., chap. II, Daire, Coliecticn, .etc,, 

p
.
w
^
.
'
.
.
: 

■

へ
.
.
.

.

.

.
辟
六
三
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2
.
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註
六
'四 

I
b
p

 p
.

^
s
w
yp'
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.

.

.

.

.

.

. 

.
.

ぐ

.

.
訪
六
五

 

Jcr
i
^
O
L
.
P
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II, Ibid.,.p. 376.377.
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'ボアギュルぺ

']
ル
が
：命
銀
に
代
位
せ
し
め
ん
ビ
し
た
飞
一
ル
の
紙
：片」
ふ

、
一
鋪
の
商
業
手
形
に
し
：_て
、
本
來
の
意
味
に
於
け

s
”

ぷ

s

,

,

l、
又「

リ
ョ
.！

f

構
f

八
千
！

ベ
の
f

び
醤
取

i

'
 

!
1

ミ

.
 

.

.

,.

I

の
暴
す
4

て
f

こ
怎
な
い

:0
凡
ゅ
る
群
s

f
 ■

形
に
依
っ
て
行 

U
贊

S

霧

の

振

欠

の

許

馬

S

で
あ
る
。」a

#
p

•
き

證

黑

气

g

手
形
の
S

的

雞

I

f
芝

®

し
た
の
で
I

尙
ほ「

I

の
手
形

,

し
！

育

i

出
人
の
.i

i

奪

而

し

て
：I

I

H
震
不
動

'
.厂
.
.
ニ 1

,

謂
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„ 

豇
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以
上
筆
者
は
可
成
I

細
に
■

て
.
1

1

:本
質
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中

_

.

.
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I
ユ
ル
T

ル
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の
.本
#

：

:
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丫

マ
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.ボ
ァ
ギ
ラ
ル
べ
ー
ル
の
-»
富
の
本
質
論J. 

r,!

六

2
ニ
15
0 

想
を
叙
述
し
た
。
彼
の
所
論
の
极
幹
は
、
明
ら
か
に
、
マ
ル
ク
ス
も
指
摘
せ
る
が
如
く
、(

訊
七
ニ)

金
銀
貨
幣
に
對
；す
る
热
紅
的
ま
攻
喂 

と
、
足
を
以
て
斷
じ
て
常
に
非
ず
、
軍
に
交
換
要
其
乃
至
流
通
乎
段
に
過
ぎ
ぬ
と
做
せ
る
點
で
あ
る
®
&|
ょ
り
、
富

と

金

銀

.と
の
概
念 

の
區
別
は
、
彼
を
以
て
嚆
矢
と
す
べ
き
も
の
で
な
く
-
溯
れ
ば
旣
に
コ
第
十
四
世
紀
最
大
の
佛
國
經
濟
學
者」

，二
コ
ラ
ゥ
ス
ゾ
ォ
レ
ス 

ミ
ゥ
ス
、(

註
七
三)
否
ア
リ
ス
ト
テ
レ
.ス(

鼓
七
.四〕

の
所
論
中
に
見
出
さ
る
、
も
の
.で
あ
り
、
.從
つ
.て「

ボ
ア
ギ
，ュ
ル
べ
1
ル
と

.
ボ

ー

ヴ
ァ 

ン
と
は
、
赏
は
生
：と
し
て
貴
金
屬
ょ
り
成
る
て
ふ
、

J

般
的
思
想
を
皮
駁
し
：た
最
制
ね
卷
者
で
あ
る」

と
做
す
デ
ー
ル(

飩
七
：5

の
言 

は
聊
か
當
を
失
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
道
般
の
思
想
の
表
明
は
當
時
の
歐
洲
に
於
い
て
彼
が
：唯
一
の
も
の
で
な
く
、
M疋
を
外
國
に
求
む 

れ
ば
英
國
に
ペ
テ
ィ
、(

誠
七
六 
>獨
逸
に
カ
ス
パ
ア
ル
•
ク
ロ
ッ
ク
、
S
七七

：}

伊

太

利

にア
シ
ト

1
1
'
オ

•
セ
ル
.ラ(

註
七
八〕

及
び
バ
グ
ヴ
ィ 

T

に
サ
ル
.マ
.シ
グ
，ス
，
0

七
九)

等

を
擧
げ
得
や
ぅ
。
然
し
此
等
の
こ
と
に
.依

つ

て

彼

の

學

說

的

憤

値

は

聊

か

も

失

は

る
V

も
の
で
は
な 

い
。
既
述
せ
る
が
如
く
、
所
謂
反
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ス
ト
的
il
l心
想
の
樹
立
に
し
て
凡
そ
當
時
，.の
#
蘭

西

ょ

り

も

必

要

に

し
セ
且
つ
必
然
的 

な
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
然
か
も
、、コ
ン
ナ
ア
ルo

r"
八
〇)

の
所
謂
：マ
ー
カ
ン
チ
リ
ス
ム
の
本
質
た
る(

一
M

金
思
想(

ニ)

國
家
後
見
及 

千
渉(

三)

貿
易
平
衡
主
義(

四)

商
工
的
組
織
統
制
々
規
、
海
運
業
及
植
民
政
策
上
の
排
他
主
義
及
び
.

(

5
國
際
的
嫉
妬
は
、
;u
:
ハ
の
悉
く 

が
當
時
.の
怫
國
政
府
の
生
張
否
殆
ど
國
家
の
宗
敎
と
な
っ
て
ゐ
た
。
故
に
、
斯
か
る
生
張
否
國
敎
の
愚
劣
吐
有
害
な
る
を
指
摘
し
、
攻 

■
す
る
こ
と
は
、
縱
令
そ
れ
が
時
代
的
耍
求
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

.]
[
-
:
に
獨
創
的
且
與
敢
な
：る
思
想
家
に
非
ざ
れ
ば
能
く
爲
じ
得
る
所 

で
な
か
っ
た
。
ボ
ア
ギ
ノ
ル
べ
ー
ル
は
正
に
銳
き
批
刺
と
：止
し
き
認
識
と
を
以
て
此
の
任
務
を
與
耽
に
艰
し
た
も
の
で
あ
る
0

加
之
、
 

彼
の
思
想
が
鑛
て
ケ
ネ
ー
.を
首
領
と
す
る
フ

イ
ジ
オ
ク
ラ

ア

ト

を

通
じ
て
開
花
し
以
て
自
山
主
義
經
濟
思
想
を
坐
む
に
茧
っ
た
こ
と
を 

想
へ
ば
、

彼
の
功
績
や
洵
に
沒
す
可
か
ら
ざ
る
も
.の
が
あ
る
。
：

然
ら
ば
彼
と
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
と
の
關
係
如
何
。
最
後
に
)itQ

點
を
ー
言
し
て
本
稿
を
終
ら
う
0

.

旣
述
せ
る
彼
の
凝
は
始
ど
其

f

.ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
に
依
っ
て
繼
承
せ
.：ら
れ
た
と
見
て
差
支
無
い
？
即
^
^
 

f

農

f

簾
せ
し
む
る
こ
と
I

f

 

I
纏
に
過
ぎ
ぬ

.と
做
し
た
。
先
づ
ヶ
ネ
丨
日
く 

I

 

I

I

I

 

I

I

I

で
I

。
金
銀
は
そ
れ
が
財
S

財
貨
と
を
交
I

し
め
“
 

齡

に
^
っ
て
麗

^
:に
し
て
且
S

に
有
利
I

富

た

る

も

の

で

あ

る

。

何
と
.な
れ
ば
貨
幣
は
其
れ
自
體
に
於
て
は
寶
質
に
使
用
せ
ら
る 

夕
に
ー
國
に
於
て
低
の
何
等
の
帑
を
も
荷
せ
ざ
る
不
唐
的
富
た
る
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
..：
。
-
S
A一)

と
。
又
レ 

トn

丨
ヌ
扫
く「

金
|

單
に
寶
買
の
.間
に
介
在
す
る
保
證(

|

)

た
る
に
過
ぎ
ぬ
、
そ
は
商
業
の
晶
で
.は
な
い
。
寄
人
が
販
令 

に
依
っ
て
金
銀
を
獲
得
す
る
の
は
.單
に

醤

誤

っ

I

れ
I

I

る
が
た
め
に
：外
な
ら
な
い
。

」

1

5

。
と
f

又
メ

ル

シ

M 

佐
く
、「

金
銀
は
寶
f

れ
t

ゆ
る
物
I

l

f
河
川
I

る
。」

(

註
八
.三〕

と
。

斯
く
て
ボア

ギ
，
. ：

ル
べ
1
.ル
に
f

る
と
：等 

し
く
今
や
フ
ィ
ジ
.オ
ク
ラ
ア
ト
に
於
.て
も
亦
金
銀
は
敢
に
交
換
耍
具
.
|做
さ
る
'
墨
つ
た
，の
で
あ
る
。

•

/

 

同
時
に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
に
依
れ
ば
、
'諸
國
民
の
眞
I

は
多
額
の
金
銀
.を
有
す
る
こ
と
隹
せ
十
し
て
；
比
I

を
J

分 

る
篇
翁
す
る
こ
と

.に
存
す
る
.の
で
|

ヶ
t

日
く
、「

5

1

5

貨
幣
の
I

I

善

の

量
I

れ

ら
 

の
て
は
な
い
：
：

ー
國
の
.富
を
決
す
る
も
の
は
货
！

形

變

霞

|

の
多
少
で
は
：な
5

|

四
>
と
。
X
メ
ル
.：
シ
エ
：
日

く

、

「

常 

と

：
はf

享
樂
す
る.乎
段」

S

S
即

ち

消

養

物

でI

とo

而
し
て
彼
はI

Q

I

:に
於
けI

と
.謙

物
.の
形
雜
こ
於
け
る 

寶

を

聲

せ

し

め

、

c
l

o
「：

■貨
幣
の
：形

態

に

於

け

る

富

農

の

'代
位
f

れ
た
.

1
一
 
：次
I

I

:示
す
I

ー
次
鱉
に
外
な 

ら
な5

::」®

へ
f

做
し
、.
f

ボ
J

「

ル
.ベ
1
ル
が
奴
_

金
龊
：¥
し
て
主
人(

消
露
淡
後
か
ら
.步
ま
し
む
る
藍
當
异
說 

常
る
.力
■勿
く
.
此
の
第
二
次
的
窗
を
：以
：
て

「

笫
■.一.次

的

裏

後

か

ら

步

む

」(

註
：八
、八

)

.ベ

き

も

,

へ
斯
ズ
て_

.に
依
れ.ば
、
金
I

魔

の

襲

I

意
義
I

る
，，.何
^
 ̂

I

ボ
ァ
ギ
ュ
？
|
| 

餘
”

.

.

'
i
' 

c
r

l



l

r

\
 

,
 

h

i

 

, 

i

騰
^

匿

_

_

_

が

隱

读

證

j霧
；̂靈
響
逾
暮
餐
;|
;
-麗

-,
'ハ' 

:.
|;
:-:.'

ハ
：.'
•■',

-

N . 

...

•
 

1
.
1

八

C I 

ニ
三
八) 

s
?

k
q

遂
行
す
ベ
き
媒
介
的
職
能
に
'必
要
な
る
；限
度
に
制
限
せ
意

i
.に
至

つ
た
か
ら
で
あ
る
9

即
ち
從
來
何
等
の
制
限
を
受
け
て

ゐ
な
.か
：•つ
た
-金
銀
は
今
や
全x

p
r
g
a

耳

.

.

V
.
.
.
.
,
.
.

-

然
ち
ば
"
,斯
く
；の
如
く
、
生

活

に

有

用

#
る
、
、
若

し

く

は

菩

人
■の
欲
望
を
滿
足
ず
る
に
適
切
な
：る
、
'凡
ゆ
I

件
と
金
銀
と
.の
間
の 

I

I

倒
せ
：し
I

:
フ
i

l

l

i

.向
く
I

至
つ
た
染
は
篇

■

で
あ
る
o
'即
ち
、
そ
.れ
は
、
論

見

地

盎

.で

毫

o 

£

i
く
自
然
に
復
歸
せI

等
の
.服
集
づ
映
じ
た

I

は
、
即
ち
社
f

は
外
£

質
|

.而
て
彼
铽
此
の.外
f

り
凡
ゆ
る
物
質
を
得
る
も
の
で
：あ
り
-
此
の
：物

質

と

そ

彼

g

身
體
の
不
斷
の
維
持
發
展
及
彼
の
物
的
並
に
ふ
勺 

紙
望
：の
滿
足
に
資
す
f

Q
で
あ
るi
い
1

1

る
0
:斯
く
て
彼
等
は
物
質
を
以
：て

I

妻

と

思

惟す
る
に
至

る
の
で
あ
る。.
3 

て
f

に
從
へ：

ば
、
此
.
0欲
望
充
足'に
資
す
る
物
質
は
、
先
づ

 

>
.外
界
f

抽
出
せ..ら.れ
、
變
形
加

工

せ

ら

れ

、

次
い
で
社

|
の

會
 

に
分
配
せ
七
る>
も
ゎ
.で
f

ぃ
■

夫

々

の

職

能

を

掌

る

議

と

：し

て

農

業

隙

新

c

物
質
の
：

g
5?

^
)
、

工

業

階

級

〈

加
X
簾

)

及

富

業

階*£:

分

配

機

關> 
が
？

I

i
、
な

る

が、
' 然
も

此

物

質

嚴

量

を
5

a
得
る
S

惟

か

農

業

階

級

の

み

卜

る

f
 

に
.

〉

彼

為

奢

以

て

唯

：ナ

の

生

產

的

纛

と

做

し

、

■兹
に

フ

ィ

ジ.オ
ク
ラ
ア
ド
獨
特
の
重
農
論
^

あ

る
。

.
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r
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-
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■.■
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: 
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•
.
■.
 

■ 

> 
• 

V 

.

.

.

#
も

施

.に
、
.苦
人
.の
觀
S

ア
ギ
ー
ル
べ
1
ル
；
の
財
窗
論
ょ
り
：

彼
が
亦
土
地

I

の

慶

.と
做
す
：に
至
れ
I

は
嫌
め
て
自
然 

の
歸
貌
で#
る
，

：彼.

Q

財

富

論

繫

ら

蒸

論

に

，達
す
る
に
は
一

-步
に

し

て

足

る

で

あ

即

■

は
フ
：
ィ

ジ

オ

ク

ー

ズ

ア

ド

に

&
立
つ 

て

*77

地
フ
1
歲

5

.1
1
:要
划
馨
摘
し
て2!

く
、「

一：國
の
富
は
其
土
牠
と
其
商
業
と
に
在
る
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